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第一話　乗船開始

　
聖華暦
 せいかれき

 ８３６年７月





　対岸が見えないほど広大な湖が広がっている。

　湖を
臨
 のぞ

 むリシュラムの街は、最高級リゾート地として名高い。

　湖に設けられた港には、桟橋と
可動式連絡橋
 ギャングウェイ

 で結ばれた豪華客船セント・エリザベート号が停泊しており、集まった人々の乗船手続きがつつがなく進んでいる。

　白く目が眩むような日差しを避けるように、趣向を凝らした日傘が花のように開き、その合間合間には大きな荷物を手にした使用人たちの姿が続いている。

　早くに乗船を終えた者たちは、各々の客室で寛いだり、太陽の恩恵を受けるべくプロムナードデッキを散策したり、トップデッキのプールで泳ぎを楽しんだりと、それぞれの時間を過ごしていた。

「うーん、良い天気じゃのぉ。これが噂に聞く豪華客船か」

　トップデッキの更衣室で水着に着替えたシェンフゥが、プールサイドに繰り出す。

　水着の上から日よけのストールを緩く巻き付け、さながら海のような白波を立てる湖を眺めた。

　湖は、青みがかった緑色と深い青のグラデーションがどこまでも続いている。

　海だと言われれば信じてしまうところだが、リシュラムの街が内陸に位置することから湖であることは疑いようがない。

「しかし、良い眺めよの。砂浜でのバカンスも、のちのち楽しみたいものじゃ」

　呟きながら港の向こうに見える砂浜に目を細めていると、不意に突風が吹いた。

「あっ！」

　誰のものか、つばの広い帽子が飛ばされ、湖の向こうへと飛んでいく。

　シェンフゥは反射的に妖術で風を戻そうとして思いとどまり、トップデッキで寛ぐ人々の様子に目を凝らした。








「うーむ……」

　帽子が飛ばされたというのに、慌てている様子の者は誰もいない。

「……ああ、お気に入りの帽子だったのに」

「なに、また買えばいいことさ」

　耳を澄ませていると、帽子を飛ばされたと思しき若い夫婦の会話が聞こえてくる。

　婦人は特に落胆した様子はなく、寧ろ新しい帽子が買えるとなって喜んでいるようにさえ思えた。

「やはり、選ばれし貴族階級とやらは違うのぅ。わしも、そのように振る舞わんとな」

　一人呟き、シェンフゥは空いているデッキチェアへと移動する。

　乗船が始まったばかりとあり、トップデッキでもウェルカムドリンクと、ウェルカムフルーツが配られており、シェンフゥがデッキチェアに腰を落ち着けるとすぐにウェイターがそれらを運んできた。

「最高級というだけあって設備も環境も最高じゃな。こりゃ、楽しいバカンスになりそうじゃわい」

　そう言いながらプールサイドの更衣室に入ったまま中々姿を現さないリサを待つうちに、ウェルカムドリンクはすっかり空になった。

「しかし、遅いのぅ」

　辺りを見回してみるが、リサが出てくる様子はない。

「うーむ……」

　少し悩みながらも、シェンフゥは手をつけずに残しておいた果物の盛り合わせを摘まみ始めた。

　氷の上に丁寧な盛り付けがなされたフルーツはどれも食べ頃に熟していて、甘く、一口、また一口、と食べ進めてしまう。

「はて、このままでは、食べ終わってしまうぞ……。ここは、証拠隠滅、じゃな」

　空腹も手伝ってあっという間に果物を食べ終え、通りがかったウェイターに目を合わせ、微笑みかける。

　愛想の良い笑みを浮かべて近づいてきたウェイターは、二人分のグラスとガラスの器を慣れた手つきで下げ、トップデッキに設けられた小さなバーへと戻っていった。

「さて、迎えに行ってやるかの」

　デッキチェアから降り、尻尾を揺らしながら歩き始める。

　と、更衣室の付近が急にざわめきだした。

「なんじゃぁ？　騒がしいのぅ」

　控えめではあるものの、遠巻きに人だかりのようなものが出来始めている。

　人々を掻き分けてその中心に近づいたシェンフゥは、水着姿のリサに思わず生唾を呑み込んだ。

「ほう、これは想像以上じゃの……」








　メイド服の丈をうんと短くしたようなデザインの水着に身を包んだリサは、数人の貴族から話しかけられ、困惑したように目を伏せている。

「これはわしが助けに行かねばならんようじゃのぅ」

　ひとしきり遠巻きにリサの水着姿を堪能し、小さく咳払いをしてリサへと近づく。

　人目を惹く赤の水着姿のシェンフゥに、人々の視線が瞬く間に集まった。

「ふふふ、ごめんあそばせ。この子は、わたくしのメイドなの。さっ、こっちにいらっしゃい」

「シェン——」

　さりげなく腰に手を回し、スキンシップを図るシェンフゥに、リサが困惑の表情を浮かべる。

「設定をお忘れかの？」

「うぅ……覚えてなさいよ……」

　そっと耳許で囁かれたリサが観念したように肩を落とす。

　シェンフゥはここぞとばかりに肌を密着させると、尻尾をふさふさと揺らしてデッキチェアへと戻った。

「……なんなのよ、この水着。あんなに注目されるなんて……目立ちまくりじゃないの」

「わしと一緒に更衣室を出ておれば、そうでもなかったと思うがの？」

　小声で訴えるリサに、シェンフゥが涼しげな声で答える。

「だって……恥ずかしくて……」

「なにを恥ずかしがることがある。わしの理想の美少女の、夢にまで見た水着姿じゃぞ！　拍手喝采、今夜は宴じゃ！」

「勝手に夢に見ないで……」

　だらしなく頬を緩めてじっとりと眺められ、リサはごく短いエプロン風のパレオを引き伸ばすように押さえながら、シェンフゥを睨んだ。

「大体、普通の水着でも恥ずかしいのに、なんなのよこれ」

「どこからどう見ても立派な水着メイドじゃ♪
 」

　頬を膨らませ、不満を露わにするリサにシェンフゥが胸を張って断言する。

「そんなふざけたメイド、いるわけないでしょ」

「かっかっか、需要はあると思うがのぅ〜」

　機嫌良く笑いながら、シェンフゥがデッキチェアに腰を下ろす。

「どうして私がこんな目に……」

「今回の任務で、おぬしはわしに仕えるメイドという設定じゃろ？ なら、それに相応しい水着を着てもらわんとなぁ」

　デッキチェアに長い脚を優雅に投げ出したシェンフゥは、新しく用意された飲み物を手に取り、一息に飲み干した。

「だ、だからってこの恰好はいくらなんでも——」

「仕方あるまい。今回の仕事は機関長殿、直々のオーダーなのじゃからな。おぬしも納得して引き受けたのじゃろう？　忘れたわけではあるまい？」

　正論を突きつけられ、反論しかけたリサは閉口する。

「素性を偽っての潜入捜査。シェンフゥは貴族の令嬢、私はその
御側付
 おそばつき

 のメイド——。うー、それはそうなんだけど……」

　小声で任務の内容を繰り返し、苛立ったように頭を掻く。

「わしは似合っておると思うがな？　かっかっか。アルバレックの奴、なかなか良い趣味をしておるわい 」

「そういう問題じゃない……。もうっ、後で覚えて——」

　言いかけたリサはそこでぐっと堪え、近づいてくる船員の気配をシェンフゥに目で伝えた。

「まあ、わたくしになにか御用かしら？」

　姿勢を正したシェンフゥが、船員に視線を送る。

　船員は恭しく礼をすると、歩調を速めて二人に寄り、銀のトレイに乗せた多機能通信魔導器機『エニグマ』を恭しく差し出した。

「シェンフゥ・エーデルワイス様。ストラヴァウリ伯爵と繋がっております」

「ありがとう」

　手のひらより少し大きい鈍色の通信魔導器を受け取ったシェンフゥは船員を下がらせ、開閉釦を押して送話器部分を耳に押し当てた。

　リサもさりげなく傍らに寄り、耳を澄ませたが、通信相手が聖拝機関の機関長アルバレック・ストラヴァウリであるということぐらいしか聞き取ることが出来なかった。

「ありがとうございます。ええ、伯爵のお陰で、無事にエーデルワイス家の子女らしく、素晴らしいバカンスを過ごせそうですわ。早くホシの顔が見たいものですわね。ロクは今のところ見ていませんわ……。ええ、ではごきげんよう」

　丁寧で穏やかな口調でゆったりと話し、シェンフゥが通信魔導器を下ろす。

　点灯していた中心部の赤いランプが消えて通信の終了を知らせると同時に、先程の船員が戻り、銀のトレイに乗せて戻っていった。

「……なんの話だったの？」

「乗船の確認よ。過保護よね」

　遠ざかっていく船員の背を注意深く見つめながら、シェンフゥがいつもの口調で答える。

（用心しろってことね……）

　視線で察したリサは、船員の姿が船内へと戻ったことを見届け、改めて訊ねた。

「で、本当はなんの話だったの？」

「
偽装身分証
 アレ

 が使えたかどうかの確認と、偵察の確認じゃな」

「ホシとかロクとかっていうのはなに？　なんだか意味ありげだったけど」

「おお、ホシは犯人、ロクはまあ……死体じゃな。聖騎士団や軍警察の使う隠語じゃよ。潜入捜査の気分も上がるじゃろう？」

「またわけの——」

　言いかけたところで、水着姿の他の乗客が通りがかり、ぐっと唇を引き結ぶ。

　貴族の男たちはシェンフゥに微笑みかけ、シェンフゥもゆったりと手を振ってにこやかに応じた。

「……でも、なんであんたがエーデルワイス家を名乗ってるのよ」

　男たちが通り過ぎるのを待ち、声を潜めて問いかける。

　シェンフゥはしつこく振り返って手を振る貴族の男に手を振り返してやりながら、笑顔のまま長い溜息を吐いた。

「仕方ないじゃろ。セント・エリザベート号は最高級のクルージングサービスじゃ。船に乗るためには相応の身分が必要になる。なんといっても、選ばれた者しか乗れぬからのぅ」

　周囲を見るように促され、プールサイドに集まった乗客を観察する。

　プールサイドには水着姿の者や泳ぎを楽しむ者もいたが、大半はカジュアルなドレスワンピースや、麻の涼しげな素材のスーツを着た乗客が飲み物を片手に、トップデッキからの眺めと日光浴を楽しんでいる。

「故に貴族のお嬢様とメイドという設定ね……。耳にタコだわ。そもそも、なんで私がメイドなのよ。従者はあんたの方じゃない」

「わしの方が大人びて見えるじゃろう？　人間は見た目を重視する。おぬしは本物ではあるが、果たして見ず知らずの他人にどう説明する？」

　トップデッキには子供の姿は全くなく、集まっている乗客もそれなりの年齢と地位を窺わせる装いと振る舞いを見せている。

　シェンフゥの言わんとしていることを察し、リサは苦く唇を噛みしめた。

「子供だと思われて門前払いは避けたいってこと……」

「そこまでは言っておらぬ。だが、これはアルバレックの案じゃ。まあ、適材適所というやつじゃな」

「…………」

　シェンフゥの言葉を聞きながら、リサは数日前に聖拝機関の機関長、アルバレック・ストラヴァウリからの命令を思い返した——





　　　＊
 　＊
 　＊






「失礼します。 執行者リサ・エーデルワイス並びに、その契約精霊シェンフゥ、馳せ参じました」

　執務室に入るなり、万年筆が飛ばされる。

　リサとシェンフゥの間を擦り抜けた万年筆は通路の壁に深々と突き刺さった。

「遅ぇ！　テメェ、オレを待たせるたぁどういう了見だ、リサ？」

　長い金糸のような髪を机に垂らし、頬杖を突いていたアルバレックが、万年筆を投げた手を下ろす。

　街での別任務から急ぎで駆けつけたリサは、咥え煙草の紫煙を吐き出しながら睨めつけてくるアルバレックに、むっとして言い返した。

「そんなこと言われたって別件で外にいたんだから、仕方ないじゃない」

「あぁ？」

　咥え煙草の端を噛み、不機嫌に揺らしながら、アルバレックが片眉を吊り上げる。

「機関長に向かって口答えするってか？　組織では、オレに対する返事は『イエスサー』しか要らねぇって言ってんだろ？」

　代行者に絶対服従を強いる機関の掟を思い出し、リサはぎゅっと両手を握りしめる。

「……申し訳ありません」

　アルバレックと目を合わせずに慇懃に呟くと、アルバレックは乱雑に煙草の火を揉み消して、机の上に脚を投げ出した。

「それでいい。では本題だ」

　引き出しを開いたアルバレックが、封書を投げ付ける。

　両手でそれを受け止めたリサは、ずっしりと重い封書の封を開き、書類の束を取り出した。

「これ、指令書？」

「ああ、仕事だ。魔族共の拠点が判明した。テメェら二人はリシュラムでの潜入調査に当たれ」

「魔族の拠——」

「リシュラムじゃと！？」

　シェンフゥが大仰な声が、リサの言葉を遮った。

「リシュラムといえば最高級リゾート地ではないか！　やったぞ、ご主人！　バカンスじゃ！」

「……ここ数ヶ月の報告では、リシュラム界隈での魔族の活動は挙がっていなかったはず。どういうことなの？」

　シェンフゥの場違いな喜びを無視してリサが訊ねる。

　アルバレックは靴底で
燐寸
 マッチ

 を擦り、新しい煙草に火を点けると、深く吸い込んでから吐き出す紫煙と共に答えた。

「ナクラバルでの一件は覚えているな？　あの事件でテメェらが殺したザルクとかいう領主。奴の足取りを洗ってみたところ、一年前にリシュラムに立ち寄っていたことが判明した」

「……それだけかの？　領主であれば、休暇でリゾートに行くこともあるじゃろう」

「馬鹿言え！」

　罵声と共にペン立てから三角定規が飛ばされ、勢い良く壁に突き刺さる。

　慣れた様子で
躱
 かわ

 したシェンフゥは、眉ひとつ動かさずにアルバレックの次の言葉を待った。

「それだけじゃねぇに決まってるだろ。コイツは臭ぇなってことで、ここ数年で魔族化されたっていう貴族共の足取りを洗い直した。で、調査の結果、魔族化された貴族共、全員が、リシュラムでとあるサービスを利用していたことを突き止めた」

「サービス？　それってどんな？」

「豪華客船セント・エリザベート号。いわゆる、クルージングサービスというやつだ。魔族化された有力者全員がそのサービスを受けている……となりゃあ、確実に魔族が関与しているのが丸わかりだろうが」

「しかし——」

　顎に手を当て言いかけたシェンフゥは、アルバレックの安楽椅子が微かに軋む音に反応してぴんと背筋を伸ばした。

「何度も言わせるな。それを調べさせるために、テメェらを呼んだに決まってんだろ」

「……イエスサー」

　リサが改まってその場に片膝をつき、恭しく頭を垂れる。

　アルバレックは机の上に投げ出した脚を戻し、引き出しから分厚い封筒を取り出すと、二人に投げ寄越した。

「ナイスキャッチじゃな」

　シェンフゥがさっと封筒を受け取り、すぐに中身を確認する。

　余程良いものを見たのか、尻尾がふさふさと動いた。

「任せたぞ。ついでに言っておくが、セント・エリザベート号には『選ばれた者』しか乗ることが出来ん。そこは金に物を言わせておいてやる」

「ほうほう。それは気前の良い話じゃ。お言葉に甘えて豪遊させてもらおうかのぅ」

　大事そうに封筒を抱きしめたシェンフゥが陽気な笑顔を浮かべている。

「やることやっときゃ、文句は言わん。が、任務優先だ」

　火の点いた煙草で指され、リサは険しい表情で頷いた。

「勿論、わかってるわ」

「……良い面構えになって来たじゃねぇか、リサ。今回の任務用に潜入装備を手配してある。偽装身分証はシェンフゥが持ってる方の封書の中だ。乗船したら、まずはトップデッキへ向かえ。それからカウンターに預けてある装備に着替えろ」

「……了解。それじゃあ、行ってくるわね」

　封筒を改めたシェンフゥが、中身を確認して頷くのを待ち、踵を返す。

「あぁ、頼んだぞ」

　アルバレックの声を背に、二人は執務室を後にし、その脚で保養地リシュラムの街へ向かい、豪華客船セント・エリザベート号に乗り込んだのだった。


第二話　特製オイル

「——やっぱりわかんない……」

　一通り命令を思い返してみたが、潜入装備の必然性がまるでわからない。

「水着メイドがそんなに気に入らぬかのぅ？　わしとしては最高の装備だと思うが——」

「百歩譲ってあんたの趣味ならわからなくもないけど、機関長の用意した潜入装備がなんで……」

　納得がいかず、ぶつぶつと呟いていたリサだったが、突然沸点に達したのか、不満を露わにして叫んだ。

「なんでこうなるのよっ！！」

「わっ、びっくりした……」

　リサの突然の大声に、シェンフゥが片耳を押さえて小さく呟く。

　リサは不満を吐き出しきれずに肩で荒く息を吐いていたが、大声に気づいた他の客がひそひそと囁き合いながら視線を向けていることに気づき、慌てて笑顔を作った。

「そうそう。いつまでもふてくされておっても、目立つだけじゃからの。早く役に入った方が得策じゃ。これも仕事のうちじゃぞ」

「……覚えておきなさいよ」

　拳を握りしめて極力小さな声で低く言い、リサはゆっくりとシェンフゥの傍らに両膝をついて屈んだ。

「……シェンフゥお嬢様、御用がございましたら、このリサになんなりとお申し付けを」

「うはっ、想像以上の破壊力じゃ！　こりゃ最高じゃな！」

　メイドの役に入ったリサを目の前に、シェンフゥはじたばたと脚を動かしながら喜びを全身で表現している。

「アキバのメイド喫茶を思い出すわい。それもわしの理想の美少女のメイドじゃ……！　はー、なんという役得なのじゃ」

「……アキバがどこかは存じませんが、お気に召して頂けてなによりです」

　通りがかる乗客に目を配りながら、リサが笑顔を引き
攣
 つ

 らせて頭を垂れる。

「さて、最初の命令だったわね。思ったよりも日差しが強くて、しっかりスキンケアをしなければならいと思うの。……頼めるかしら？」

「え……、あ、はい……」

　いつもと違う口調のシェンフゥに慌てて顔を上げる。

「ふふっ、じゃあ、このわたくしがブレンドした日焼け止めオイルをお願いするわね」

　目配せして背後の乗客たちの注目をリサに知らせながら、シェンフゥが足に
嵌
 は

 めた装飾を外し、デッキチェアにうつ伏せに寝転ぶ。

　細い指先がつと背中の紐を解くと、遠巻きに集まっていた乗客の男性たちは流石に気まずくなったのか離れていった。

「ちょっ、なんで紐まで外してるのよ」

　目の遣り場に困ったリサが顔を背けながら小声で囁く。

「その方が塗りやすいでしょう？　わたくしも、くっきりと水着の日焼け痕がつくのはちょっと……ね？」

　にっと八重歯を見せて笑ったシェンフゥは、そう言いながらリサの手にオイルの入った瓶を握らせた。

「それで、なんなのよ。この日焼け止め……『わたくしがブレンドしたって』つまり、自分で作ったの？」

「こんなこともあろうかと、スペシャルな薬草をブレンドして用意しておいたの」

　自分の腕を枕代わりにして落ち着きながら、シェンフゥが笑顔を見せる。

「……怪しいわね」

　怪訝に眉を寄せながら、瓶を目の高さに持ち上げてみる。

　日焼け止めというだけあって薬草でも混ぜてあるのか、うっすらと青みがかったオイルは、手のひらに零すとさらりと伸びた。

「効果は抜群じゃ！　ほれ、疑うならわしの顔を見てみるがよい」

　なかなか塗り始めないリサに、シェンフゥが自分の頬を示す。

　流石に顔と首は自分で塗ったらしく、よく見るとオイルで艶っぽく濡れている。

　顔と比べると、日の光が当たっている肩や背中は少し赤味がかかっているように見えた。

「……確かに、なんともなってないわね。他の所はちょっと赤いのに」

「じゃろう？　さっ、わしの肌が日に焼ける前に頼むぞ、メイド殿」

「はいはい……」

　左右に尻尾を揺らしながら催促するシェンフゥに、溜息を吐きながら頷き、リサは小瓶から垂らしたオイルを手のひらに溜める。

　やや冷たく感じたオイルの感触は体温で少しずつ温まり、シェンフゥの背中で滑らかに伸びた。

「満遍なく頼むわね」

「わかっております、お嬢様」

　プールサイドを巡回してるウェイターが、デッキチェアの傍らのテーブルに飲み物を追加して去って行く。

　飲み物に添えられたエキゾチックな果物の香りが甘い芳香となって、周囲に漂い始めた。

「豪華客船というだけあって、サービス満点ね。頼んでもないのに、持ってきてくれるの？」

　銀のトレイに飲み物を乗せたウェイターが、他の乗客にもそうして飲み物を配って回る姿を目で追いながら、小声で問う。

「そのようじゃな。夜は酒が飲み放題と聞く。楽しみじゃのぅ」

　手を伸ばして飲み物の一つを取り、口を付けたシェンフゥが、リサにもそれを勧めてくる。

「任務のこと、忘れてないでしょうね？」

　喉が渇いていたこともあり、オイルを塗る手を止め、ストローに口を近づけて手を使わずに飲み干す。

　湖をイメージした青のグラデーションが美しい飲み物は、リサの喉を甘く潤した。

「勿論じゃ。しかし、こういう貴族の集まりでは、情報交換も必要という。次に魔族化されそうな貴族……あるいは、もう既に魔族化している者を見極めるのにも役立つじゃろう」

「……それ、どうやってやるの？」

　再びオイルを塗る作業に戻りながら、会話を続ける。

「わしの鼻にかかれば一発じゃ」

　頭を起こしたシェンフゥが自慢げに自分の鼻を指差す。

　魔族特有の臭いを嗅ぎ分けるシェンフゥの嗅覚は、リサ自身も頼りにしているところだ。

「……まあ、そうよね……」

「そういう訳じゃから、安心して酒も料理も楽しめるぞ。おぬしも酒は好きじゃろう？」

　任務と割り切っている上に、メイドという設定ということもあり、全く期待していなかったが、シェンフゥの作戦も悪くないと思えてくる。

「わしの付き添いで飲む分には、誰も不思議には思うまい。わしとしても、美少女と飲む酒の方が旨いからのぅ」

「それは、そうだけど……。って、一言多いわね」

「かっかっか。その気になってきたじゃろう、ご主人。何と言っても、ここは高級な酒が飲み放題！　どうじゃ、そんな機会、滅多にないじゃろう」

　そう言われると、大好きな酒を飲むのも、任務のうちに入るのかもしれない。

「それも、そうね……。じゃあ、ちょっと頂こうかしら……」

「その意気じゃ。なぁに、酒豪のご主人が酔い潰れる前に、船の酒がなくなるじゃろうて」

「確かにお酒は好きだけど、そこまでじゃないと思うわよ？　まあ、何本か開けたところで酔い潰れたりなんてしないけど」

　シェンフゥと話すうちに、リサの思考の片隅にはすっかり酒のことがちらつき始めている。

（いけない、いけない。任務に集中しなくちゃ）

　トップデッキに集まった乗客の楽しげな雰囲気も手伝って、バカンス気分に傾きかけた自分に首を横に振る。

　酒の味を想像して緩みかけた頬をきゅっと引き締めたリサは、改めてシェンフゥの身体にオイルを塗り始めた。

　肩と背中を塗り終え、腕をそっと撫でるようにオイルを滑らせて指先まで丁寧に塗っていく。

　シェンフゥは気持ちよさそうに鼻歌混じりに目を閉じていたが、リサの手のひらが腰に至ると、手を伸ばして、ショーツの後ろにある紐を解いた。

「えっ……」

「水着の痕がくっきりというのは、困るじゃろ？」

　思わず声を上げたリサに、シェンフゥが微笑みを向ける。

「……かしこまりました、シェンフゥお嬢様」

　シェンフゥの期待を反映して揺れる尻尾を横目に、オイルを手に取り直す。

　シェンフゥの独自ブレンドとはいえ、爽やかな香りと伸びの良さは、塗っている側にとっても心地が良い。

「では、塗らせていただきます」

「うむ。良きに計らえじゃ」

　声が聞こえるような範囲には誰もいなかったが、敢えてメイド役になりきってシェンフゥの臀部に手のひらを押し当てる。

　手早く塗ってしまおうと、その丸みに手を滑らせ始めたその時。

「んんっ、……ぁ、はぁ……」

　シェンフゥの身体がぴくりと反応し、吐息が漏れた。

「ちょっと変な声出さないでよ」

　小声で叱責しながらも、オイルを塗り続け、露わになった臀部に水着のショーツを戻す。

　そのまま太腿に手を滑らせると、シェンフゥは湿っぽい吐息を漏らした。

「……んぅ。はっ……ん……。これは……んっ、たまらんのぅ……」

「なんなのよ、もう」

　流石に少し声を荒らげて、シェンフゥの
脹脛
 ふくらはぎ

 を軽く絞るようにオイルを塗っていく。

　シェンフゥは上体を起こしてリサを振り返り、にんまりと微笑んだ。

「理想の美少女水着メイドのオイルマッサージじゃ。恍惚とした声の一つや二つ漏れるわい」

　紐がはだけたままになっている上の水着がずれて、シェンフゥのたわわな胸が際どいところまで見えつつある。

「……どんな理由よ。あと、その格好！」

　脚の甲と指にもオイルを塗りながら指摘し、咄嗟に立ち上がったリサは、シェンフゥが解いた水着の紐を慌てて元に戻した。

「はい、終わったわよ」

「さすがメイド殿、仕事が早いのぅ」

　シェンフゥは嬉しそうに微笑み、デッキチェアのリクライニングを起こしている。

　もっと注文が入るかと思えば、意外にあっさりと解放されたリサは、胸は自分でやるようにと念を押し、手足の塗り残し部分を手早く仕上げた。

「はぁ、極楽、極楽じゃぁ〜」

　満遍なくオイルを塗り終えたシェンフゥが、立ち上がって全身の具合を確かめながら大きく伸びをする。

「満足いただけましたか、シェンフゥお嬢様？」

　肌にすっかり馴染んだオイルは自然な艶となってシェンフゥの素肌を輝かせ、その姿に周囲の注目が集まった。

「ええ。夢心地でしたわ。次はあなたの番ね」

「いえ、結構です。お嬢様」

　リサの断りの言葉などまるで聞こえていないかのように、シェンフゥがリクライニングをフラットに調整し直している。

「そこに寝そべるだけよ。難しいことは言っていないと思うけれど？」

　優雅な笑顔を浮かべたシェンフゥが、デッキチェアの座面をぽんぽんと叩きながら呼んでいる。

「お嬢様の手を煩わせるまでもありません。お気持ちだけ頂戴致します」

　
慇懃
 いんぎん

 に断り、つと後ろに下がる。

　が、シェンフゥはその手を素早く捕らえて引き寄せ、身体を密着させた。

「それとも、なにかのぅ？　おぬし、主人の厚意を
無碍
 むげ

 に断る気かの？」

　水着から零れそうなシェンフゥの胸が、リサの胸をぐっと押す。

　たっぷり肌に塗られたオイルがシェンフゥの温もりを持って触れ、リサの肌につやつやと輝く痕を残した。

「い、いえ。そのようなつもりはありません」

「まことか？」

　疑いを解かずに訊ねるシェンフゥが、これ見よがしに胸を押しつけてくる。

「……有り難く、お受け致します」

　つやつやとオイルで濡れた膨らみを押し当てられたリサは、目の遣り場を失い、遠くを見ながら諦めたように呟いた。

「従者は素直が一番じゃ。どれ、日頃の労いを込めて、入念に塗ってやるぞ」

　満面の笑みを浮かべたシェンフゥが、デッキチェアの上にバスタオルを敷きながらリサを促す。

（こ、こいつ……絶対変なことするつもりよ……）

　入念な準備の様子に警戒心募らせたリサだったが、うつ伏せに寝転び、シェンフゥが日焼け止めオイルを塗り出すと、徐々にその警戒を解き始めた。

（なんだ……。意外と真面目じゃない）

　デッキチェアの傍らに膝立ちになったシェンフゥが、リサの肌を気遣うように入念にオイルを塗っていく。

　背中の紐を解かれた時は流石に身じろぎしたが、手のひら全体を使ってマッサージするように甲斐甲斐しくオイルを塗られるうちに、リサの警戒心は完全に解かれた。

「シェンフゥ——お嬢様……」

「なんじゃ？」

　声をかけるとすぐに、耳許に寄ってシェンフゥが答えてくれる。

「ありがとう……ございます」

　小声でシェンフゥに礼を言うと、シェンフゥはオイルを塗る手を止めずにかかかっと微かな声で快活に笑った。

「なに、日頃の労いじゃ」

　笑顔のシェンフゥが上体を起こし、周囲の客を観察する。

　その視線に気づいて、リサも寛ぎながら周囲を見渡した。

　乗船が進んだのか、トップデッキにも水着に着替えた乗客の姿が目立ち始めている。

　プールで泳ぐ者、トップデッキの日当たりを利用して日光浴を楽しむ者、バーカウンターで昼間から酒を楽しむ者の姿もある。

　ウェイターは乗客の数よりも多く、全ての乗客にサービスが行き渡るように目を配っている様子が窺えた。

「流石は豪華客船ね。バカンスを楽しんでいる貴族ばかり……って感じ。今のところ異常はないようね」

「そうかのぅ……？」

　呟いたリサに、シェンフゥが小首を傾げて答える。

「ねぇ、なにかあったの？」

　歯切れの悪い口調に目を瞬くと、シェンフゥはぼそぼそと独り言のように続けた。

「そろそろかと思うが……。まあいい、次は仰向けじゃな」

「そっちは自分で塗り——」

「わたくしに任せなさい」

　いつもとは違う口調で、短く制される。

「あ……うん……」

　周囲の視線を感じながら、これも作戦である可能性が高いと判断したリサは素直に従うことにした。

「華奢な肩じゃのう。これで良くあの馬鹿力が出せるものじゃ」

「あんたとは鍛え方が違うの」

　シェンフゥが普段の口調で声を抑えて会話をするのに合わせ、リサも口調を戻す。

　シェンフゥはそれに静かに頷き、手のひらで包み込むように肩と腕を、続いて、リサの胸の膨らみの形をそっとなぞった。

（……あれ、なんだか……）

　シェンフゥに触られた場所が、その手が離れてもなお微かな熱を帯びている。

　オイルの感触がそうさせるのか、じっくりと肌の上をなぞられているような感覚にリサは思わず身体を
捩
 よじ

 った。

「そろそろ効いてきたかの？」

「え……？」

　リサの太腿の上に
跨
 また

 がったシェンフゥが、舌なめずりをして見下ろしている。

　その視線が次第に熱を帯び始めた二つの膨らみに注がれていることに気づき、リサはハッとして胸元を押さえた。

「肌が桃色になってきておるぞ。火照って仕方ないじゃろう？」

「……まさか……」

　胸を押さえた腕に、ドキン、ドキンと心臓が脈打つ音が響いてくる。

「わしの独自ブレンドは良く効くのぅ……」

　そう思うと、先程のシェンフゥの変な声についても合点がいく。

「……っ！」

　シェンフゥの発言にホルターネック部分を引っ張って引き寄せ、思い切り睨めつけた。

「……あ、あんた、後で覚えておきなさいよ」

　声を出来るだけ抑えて囁くリサに、シェンフゥが笑顔で応じる。

「うむうむ。しっかり覚えておくぞ」

　特に悪びれる様子もなく、シェンフゥはオイルの瓶を手に取ると、改めてリサの肩をすべらせるようにオイルを塗り重ねた。

「美少女の柔肌の感触をな」

　オイルでたっぷりと濡れた手が肌の上を滑り、リサの水着の中へと入り込む。

「……っ！！」

「水着の境目は、特に入念に塗らなければなりませんわよ。あなたのその白い肌が日に焼けて赤くなるなんて、わたくし、とても耐えられませんわ」

　上品な令嬢を装ったシェンフゥが、表情からは想像も出来ない執拗さでオイルを塗り重ねていく。

「……ぁ、お、嬢様っ、……んぅ、いけません……あぁっ」

　意思とは関係なく漏れそうになる声を必死で押さえながら、なんとかシェンフゥから逃れようとリサは左右に身体を揺らしている。

　シェンフゥはそれを察して太腿でしっかりとリサの身体を捕まえながら、恐ろしく丁寧にオイルを塗り重ねていった。

「……はぁ、ん……っ。もう、充分でございます、お嬢様……」

　熱くなった息で、やっとそれだけを紡ぎ、リサがぐったりとリクライニングに背中を預ける。

「あらダメよ。隅々まできちんと塗らなくてわ。……でも、わたくしも少し手が疲れて来ましたわね」

　頷いたシェンフゥが脚の力を緩める。

「ふふふ。イイコトを思いつきましたわ」

　リサの上にまたがったまま、シェンフゥが自分の太腿にオイルを垂らす。

「お、お嬢様っ、……そんな、……っ」

「こうしましょう、ねっ？　これなら手よりも効率よく塗れるのではなくて？」

　あろうことか、シェンフゥは自分の太腿を使ってリサの脚にオイルを塗り始めた。

（この、エロぎつねー！！！！）

　リサの心の絶叫は、その後暫く続いた。








第三話　大人の世界

　窓のない廊下を、
壁付き照明
 ブラケットライト

 が照らしている。

　乳白色のガラスのグローブで覆われた魔石灯は、その外側をさらに金属製のガードでカバーされているため、仄暗く、目が慣れるまでには少しの時間を要した。

「……さすがに廊下は狭いのね」

「その分、客室は広いですわよ」

　目元を擦りながら、青を基調とした絨毯の上を進む。

　ブラッシングを施したかのように隅々まで清掃が行き届いた絨毯には、白と銀の糸で細かな模様が緻密に描かれて織られており、踏み心地の良さが二人の歩調をゆっくりとしたものにしていた。

「水着も似合っていたけれど、そのワンピースも素敵よね」

　トップデッキのプールを堪能した後、軽く入浴を済ませた二人は、船内のドレスコードに従い、シェンフゥはインフォーマルな赤のドレスに身を包み、リサも黒と白のシックなワンピースに着替えている。

　シェンフゥが優雅に振り返って眺める視線に合わせ、改めて自分のワンピースを見つめたリサは、無造作に裾を持ち上げて、そっと下ろした。

「考えてみたら、これもメイドの衣装を意識しているのね……」

「ええ。清潔感があって良いのではなくて？」

　シェンフゥの指摘のとおり、丸襟とブラウスを模したような胸元のギャザーの白が、ワンピースの黒をより引き立てている。

（清潔感って……。エプロンを着けたら完璧メイドじゃない）

　背後に視線を感じ、心の中で呟く。シェンフゥもその視線を感じているのか、誰にともなく微笑みかけて、半袖から覗くリサの腕をつと指先で撫でた。

「ふふふ、久し振りに泳いだわ。あなたも結構泳げるのね」

「……ええ。それなりの訓練は受けております。お楽しみいただけたようで、なによりですわ、シェンフゥお嬢様」

　それとなくシェンフゥの手から逃れながら、後方の乗客を一瞥して確かめる。

（二人……。ただの乗客みたいね……）

　年齢は三十代の後半ぐらいだろう。

　リサたちの後ろに続いていた乗客は、歩調を落としてひそひそとなにかを囁き合っている。

「……か、そう——エーデルワイス家の……」

（ふぅん）

　途切れ途切れではあるが、大筋は聞き取れたことでリサは警戒を緩め、シェンフゥを見上げた。

「わたくしとしても、エーデルワイス家にあなたのような優秀なメイドを迎えられて、鼻が高いわ。ねえ、良ければ、明日は競争をしてみませんこと？」

　言わんとしていることが伝わったのか、シェンフゥが後方の二人にも聞こえるような声で提案してくる。

「いえいえ、お嬢様と競うなど、使用人の私には出来かねます」

　雑談に交えて後方の二人に自分たちの情報を与えると、それに安堵したのか二人の男たちは数歩戻り、自分たちの部屋へと入っていった。

「わたくしが良いと言っているのよ？　是非お手合わせ願いたいわ」

　が、一方のシェンフゥは歩きながらまだ雑談を続けている。

「…………」

（シェンフゥ、もういいってば）

　声はまだ聞こえるだろうと判断して目で訴えるが、シェンフゥは不思議そうに首を傾げただけで、話を続けた。

「それとも、肌の調子が宜しくないのかしら？　わたくしの日焼け止めオイルが足りなくていらっしゃるの？」

「まさか。充分過ぎるほど塗っていただきましたわ」

　言われてふと思い出し、手のひらで腕を撫でてみる。

　軽く入浴を済ませた後にもかかわらず、肌にはあのオイルの艶がはっきりと感じられる。シェンフゥの顔や腕を見ても同じことが言えた。

「そういえば、あのオイル……水に入っても落ちたりはしない——のですね」

　仕方なく話を続けながら歩調を上げて男たちの部屋から遠ざかる。

　気が抜けて素に戻りそうになったリサは、慌てて咳払いし、何事もなかったように言い直した。

「ええ。最初に言ったでしょう？　わたくしの特製ですもの」

　リサを追い越し、振り返って顔を覗き込んだシェンフゥが、余裕の笑みを浮かべている。

　話しているうちに、二人は、船首側の端の客室の前まで進んできていた。

「……一番奥なのね」

「その方が誰にも遠慮しなくて良いでしょう？　もちろんロイヤルスイートよ」

「へぇ……」

　シェンフゥの説明を耳に、振り返って周囲を見回す。

　男たちの部屋からはもう随分と遠ざかってしまっている。

「確かに……凄く広そうね」

　扉の間隔を目で数えながら確かめ、感心したように呟いた。

「ベッドもとても広くてゆったりと寛げるそうよ。きっと気に入ってくれると思うわ」

　鍵を取り出したシェンフゥが、いそいそと部屋の扉を開ける。

「さあ、着いたわよ」

　扉を開くと同時に、涼やかな風がシェンフゥの髪を撫でた。

　広々とした船室には、既に二人の荷物が運び込まれ、ベッドサイドのテーブルの上に丁寧に置かれている。

「さすがはロイヤルスイートですわ。客室からの景色も最高ね」

　シェンフゥは鼻歌交じりにベッドルームを横切り、湖を一望できるプライベートバルコニーへと続く窓辺へと寄った。

「ほら、見てごらんなさい、この美しいオーシャンビューを」

「……湖もオーシャンビューって言うのかしらね？」

　呆れながら扉を閉め、後ろ手で鍵をかける。

　その音に気づいたシェンフゥがゆっくりと振り返った。

「ん？　どうした？　鍵なんぞかけて……」

「さあ、どうしてかしら？」

　二人きりになり、いつもの口調に戻ったシェンフゥに、頬を引き
攣
 つ

 らせながら笑顔をつくり、つかつかと歩み寄る。

「それは……、その、……どうしてかのぅ？」

　リサの笑顔と視線からシェンフゥは白々しく視線を逸らし、誤魔化すように口笛を吹いた。

「あんた、さっきのこと、覚えてるわよね」

「ああ！　勿論覚えておるぞ。わしの特製ブレンドのお陰で、日焼け対策はばっちりじゃったな！」

　愛想笑いのような笑顔を浮かべながら、シェンフゥが人差し指を立てて説明する。

「言いたいことはそれだけ？」

「…………」

　拳で手のひらを叩きながら笑顔で問うと、シェンフゥは笑顔を止め、神妙な面持ちで目を伏せた。

「人が黙ってるのをいいことに、よくもやってくれたわね？」

　耳と尻尾が瞬時に力を失ってしゅんとしているが、リサの怒りは収まらない。

「覚悟はできてるんでしょうね？」

　なおも拳で手のひらを叩きながらシェンフゥとの距離を詰める。

「ま、待つのじゃ」

　いよいよ殴られるとわかって、シェンフゥは慌てて顔の前に手のひらを出して声を上げた。

「話せば分かる！ わしが悪かった、許しておくれ。つい、魔が差しただけなのじゃ！」

「そんな言い訳で許せるかーーー！！」

「あいたーーーー！！」

　リサの本気の拳骨が容赦なく振り下ろされる。

「うぅ……」

　ひとしきり
呻
 うめ

 いたシェンフゥは、そのまま床にばたんと倒れた。

「……ふぅ。大袈裟なんだから……」

　シェンフゥに背を向け、ベッドサイドのテーブルの上の荷物を解き始める。

　荷物の中には数日分の着替えが、丁寧に梱包されて入っていた。

「初日、ディナー……。……で、これに着替えるのね」

　梱包の薄い布の上から見てもはっきりとわかる、あからさまなメイド仕様の服に思わず溜息が漏れた。

「このワンピースじゃ駄目なわけ？」

「あら、メイドさん。この客船がただの客船ではなく、豪華客船であるのをお忘れかしら？」

　起き上がったシェンフゥが微笑みながら近づいてくる。

　反省したのか、それとも打ち所が悪かったのか、口調が令嬢のようなそれに変わっていた。

「……忘れてなんかいないわよ。私はメイド、あんたは令嬢なんでしょ」

「ええ。ですから、夜はそれに相応しいドレスコードに従って着替えるのが決まりですのよ」

　そう言いながら荷を解いたシェンフゥが、ワンピースの紐から腕を抜き、するりと足元に落とす。

「え、ちょっと、なにしてるの？」

「ですから、着替えですわ？」

　下着姿になったシェンフゥが瞬きしながら答える。

　目の前でおもむろに着替え始めたシェンフゥの姿に、リサは慌てて目を逸らした。

（喋り方のせい？　いつもと違って調子が狂うんだけど……）

　口には出せずに心の中で呟き、着替えを手にシェンフゥとの距離を取って部屋の端に避難する。

（なんだか、いけないものを見てしまっている気分になるのよね……）

　自分も着替えないわけにはいかず、ワンピースの釦を外し始める。

　と、部屋の隅に見慣れない楽器のケースが置かれていることに気づいた。

（バイオリン？　なんで？）

　自分たちの荷物だろうか。

　それとも間違って運び込まれたものなのだろうか。

「シェンフゥ、あのバイオリンのケースなんだけど——」

「んっ？」

　リサの呼びかけに、着替え途中のシェンフゥが振り向く。

　ショーツに手をかけて、今まさに脱いでいるところを目撃してしまったリサは、数拍遅れて小さな悲鳴を上げた。

「わわっ！」

　慌てて目をそらすリサの耳に、くすくすと笑う声が聞こえてくる。

「……ふふ、
耳朶
 みみたぶ

 まで真っ赤よ？」

「あっ、あんたのせいでしょ……。もう着替えた？」

「ええ。もう振り向いてもいいわよ」

　耳で衣擦れの音を確認しつつ、慎重に振り返ると、新しい下着に着替えたシェンフゥがこちらを向いて優雅に微笑んでいた。

「そ、そ、それ……」

　確かに着替えてはいる。裸ではないことはわかる。

　が、その見たこともないような際どいデザインのショーツに、リサはさらに顔を赤くして思わず叫んだ。

「ほとんど紐じゃない！？」

「……ええ。それが、どうかしまして？　衣装に相応しいアンダーウェアも身だしなみのひとつですわ」

　リサを試すように見つめながら、シェンフゥが平然とした口調で言う。

　普段と違う口調で淡々と説明されたことで、リサも表面上は落ち着きを取り戻して頷いた。

「……そういうもの……なのね」

　そう答えたものの、内心は穏やかではない。

　水着も露出度が高かったが、下着姿のシェンフゥにそれとはまた違う角度から心を乱されて、リサは胸に手を当てて密かに溜息を吐いた。

（なんか調子狂うわね……）

　設定には慣れて来たつもりでも、思いがけないところで冷静さを欠いてしまうような気がする。

（いけないわ……。任務なんだから、平常心、平常心……）

　心の中で呪文のように呟きながら、改めて着替えを進める。

　包みを解くまでもなくわかっていたが、包みの中からはやはりメイド服が現れた。

（流石に下着までは着替えなくていいのね）

　一式を検め、ほっと息を吐く。

　どうやらシェンフゥの言う通り、衣装に合わせて居るというのは本当らしかった。

　天狐の首飾りを外して、オフショルダーのワンピースに袖を通し、エプロンを着けてコルセットで固定する。

「ねえ、ちょっと手伝ってくださらない？」

　そうこうしているうちに、ほとんど着替え終わったシェンフゥが、背中を示しながら声をかけてきた。

　シェンフゥは光沢のある白地の、ボディラインにぴったりと添うドレスに身を包んでいる。

　深く入ったスリットから見える裏地が赤で、シェンフゥの白い肌を美しく際立たせていた。

「これを上に上げればいいのね？」

　着替えを中断して、背中側の小さなファスナーを摘まむ。

「ええ、お願い」

　髪を挟まないようにと気遣ってか、シェンフゥが片手で髪を束ねて持ち上げる。

　普段は長い髪に隠れて見えない白いうなじが露わになった。

（……やたら良い匂いがするわね。これも、独自ブレンドの何かかしら……）

　練り香でもつけているのか、近づかなければわからないほどの仄かな香りが鼻孔をくすぐる。

（考えてみたら、こういうふうに後ろ姿を見たことって、ないかも……）

　肌にぴったりと張り付くような繊細なデザインのドレスが、ファスナーを上げるごとにシェンフゥの身体のラインを際立たせていく。

「……終わりました。シェンフゥお嬢様」

　ファスナーを上げ終え、上部の留め金をかける。

「ありがとう。どうかしら？」

　髪を下ろしたシェンフゥがくるりと振り返り、優美なポーズを取ってリサに全身を示した。

　正面から見ると、背中側から見るよりもずっと身体のラインが強調されていることがわかる。

　豊かな胸元、ほっそりとした腰、すらりと伸びた長い脚は見慣れているはずのリサが見ても色っぽく、つい見惚れてしまう。

「似合ってる……。似合っているというか、その衣装、初めて着たはずなのに、凄くしっくり来るわね」

「ふふふ、そこに気づくとはさすがご主人じゃな」

　よほど嬉しかったのか、シェンフゥの口許が緩み、口調が元に戻る。

「なにか意味とか由来でもあるの？」

「こいつはカナド装束じゃが、旧文明ではチャイナドレスと呼ばれていた衣装なのじゃよ。まあ、つまりわしの生まれ故郷の衣装というわけじゃ。なので、わしに似合うのは当然じゃな」

「そういうこと……」

　
誂
 あつら

 えたようにぴったりなのも、そのせいかもしれない。

　納得しながら頷いたリサは、ふと思い出してシェンフゥの目を見つめて訊ねた。

「ねえ、生まれ故郷と言えば、今回の身分証の名前のことなんだけど……どうして私の家名にしたの？」

「ん？　考えたのはアルバレックの奴じゃが——。まあ、嘘の中に真実があった方が、それっぽく見えるじゃろ？」

　リサの質問に瞬きをしながら、シェンフゥがゆっくりと答える。

「それにしては随分スムーズに名乗ってたけど……」

「それはそうじゃろう。いずれわしとおぬしが一緒になったら、この家名を名乗るのじゃ。予行演習しておくのも悪くないと思ってな」

（なにこれ、なんだかまるでプロポーズ——）

　相槌を打とうとしたが、その前に顔が熱くなる方が早かった。

　慌てて俯き、動揺を隠す。

「シェンフゥ・エーデルワイスとリサ・エーデルワイスじゃ。なかなか良い名じゃろう？」

「な、なに馬鹿なこと言ってるのよ！」

　シェンフゥはリサの異変には気づかず、機嫌良く続けたが、リサは恥ずかしさの方が勝って思わず大声を上げた。

「……そ、その、嫌じゃったのかの……」

　突然の大声に驚いたのか、それともショックを受けたのか、シェンフゥの耳と尻尾が露骨に下がっている。

「う……その、……嫌だとか……そういうんじゃなくて——」

　その動揺を目の当たりにしてリサは
狼狽
 うろた

 えたが、この状況で自分の気持ちを伝えるのは
憚
 はばか

 られて、咄嗟に口を噤んだ。

「では、構わぬな？」

「も、勿論よ。何とでも名乗ると良いわ」

　飾りの橙色のリボンを結び、部屋の入り口へと早足で向かう。

（これ以上一緒に居たら、冷静になんてなれないじゃない。任務に集中しなきゃいけないのに……）

　ぶつぶつと声に出さず文句を並べながら、ドアノブに手をかける。

「どこへ行くんじゃ？」

「偵察よ。晩餐までまだ時間があるし、船内をまだ全然調べてないわ」

　シェンフゥが部屋の中から怪訝そうに声をかけたが、リサは振り向かずに鍵を開けた。

「おお、確かにそうじゃのぅ。わしも行くぞ」

「目立つわ。部屋にいて」

「待て待て！　大事なものを忘れておるぞ」

　そう言われて振り返ると、シェンフゥの手には天狐の首飾りがある。

「忘れてないわ。外してあるの」

「なぜじゃ？　わしはおぬしの指輪はこうしてつけているというのに……！」

　シェンフゥがここぞとばかりに、左手の薬指の指輪をアピールしてくる。

　ナクラバルの街でリサが贈ったその華奢な赤い石の指輪を、シェンフゥはとても喜び、ほとんど肌身離さず身につけているのだ。

「それとこれとは話は別でしょ！」

「しかし、わしはこんなにも大事に——」

「とにかく、自分の胸によーっく手を当てて考えなさい」

　リサが贈った指輪に対し、シェンフゥの天狐の首飾りは呪いのアイテムに近い。

　身につけていたがために自由を奪われ、好き勝手にされた時のことを思い返し、リサはわなわなと湧き上がる怒りに拳を握りしめた。

「今度変なことをしようとしたら、張り倒してやるんだからね」

「……それはわしが悪かったと言っておるじゃろう。身につけずとも構わぬが、せめて持っていておくれ」

　大股で寝室に戻り、シェンフゥの手から天狐の首飾りをひったくるように受け取る。

「……わかったわよ」

　エプロンを捲り、メイド服のスカートのポケットに無造作に突っ込むと、リサはそのまま、一人で偵察に向かった。





　華やかなピアノの調べが、吹き抜けを通じてエントランスロビーから響いてくる。

　ロビーを囲む階上の通路から乗客らの様子を観察していたリサは、社交場さながらの貴族の振る舞いに飽き飽きと溜息を吐いた。

「ここも、異常なし……と」

　ロビーに背を向け、ポケットの中から船内の見取り図を取り出す。

「こうして見ると、普通のホテルみたいね。もっと揺れるかと思ったけど全然、揺れないし……」

　小さく折り畳んだ見取り図を広げて次の目的地を決め、無造作にポケットに戻す。

　部屋を出る時にシェンフゥに持たされた天狐の首飾りが、主張するかのように指先に触れ、リサは深く溜息を吐いた。

「……なんだって、あいつはこういう時にまで指輪してるのよ……」

　自分で贈ったものとはいえ、ここまで大切にされると複雑な気分になる。

「天狐の首飾りと違って、私のにはなんの効果もないのに……」

　悶々と呟き、ポケットに手を入れたまま廊下を進む。

　意地を張って首飾りを外してきたものの、不可抗力とはいえ肌身離さず身につけて来ただけに少し落ち着かなかった。

「……やっぱり——」

　いつものように身に着けておくべきだろうか。

　そう思って立ち止まったリサは、微かに聞こえた人の声にぎくりとして首を巡らせた。

「……ダメです。困ります……」

　人通りが少なく薄暗い廊下の向こうから、控えめに囁くような声が聞こえてくる。

（なに……？）

　切実そうな女性の声に、ただならぬ雰囲気を感じ、リサは気配と声を頼りに船内を進んだ。

「あ……」

　長い廊下を少し進み、角をひとつ曲がったところで、接客係の女性に迫る貴族の男の姿が見え、リサは素早く壁に背をつけ、耳を澄ませた。

「タイプなんだよ、君。顔も、身体もね？」

「……いえ、私にはそんな……」

　貴族の男は客室係の女性をしつこく口説いている様子だ。

　壁際に隠れて様子を窺うと、女性のそばにはワインボトルなどが載せられたワゴンがあり、仕事を中断させられているのがわかった。

「ちょっとだけサービスしてくれたら、チップも弾むからさぁ」

「あ……そんな……」

　嫌がる客室係の女性に構わず、貴族の男はその腰を引き寄せてしきりにお尻を撫でている。

「困ります。私、仕事が……」

「なあ、ちょっとだけでいいんだ。ああ、それとも前払いって暗黙のルールがあるのか？」

　貴族の男がポケットから無造作に金貨を取り出し、じゃらじゃらと音を立ててちらつかせて始める。

「ほらぁ。言うことを聞いてくれたら、これ全部あげてもいいからさ」

「……本当に、困るんです……」

　客室係の女性は怯えたように首を横に振り、ワゴンの裏へと回った。

（もう我慢できない！）

　これ以上見て見ぬ振りは出来ないと、壁際から廊下の真ん中に飛び出す。

「誰だ？」

　男は驚いたように振り向いたが、メイド姿のリサを見、鼻で笑うような音を立てた。

（ここは、我慢ね……）

　メイドという設定である以上、口出しは厳禁だ。

「……失礼いたします……」

（任務がなければぶっ飛ばしてやるのに）

　心の中で毒づきながら、ぐっと我慢して、男の前を通り過ぎる。

　客室係の女性はリサの方を見たが、リサは咄嗟に目を合わせないように顔を伏せた。

「……君も強情だなぁ。まあ、簡単に落とせるよりは、攻略し甲斐があった方が退屈しなくていいんだけどさ」

「あの、私、本当に仕事が……」

　男が金貨をじゃらじゃらと鳴らす音が、廊下に響いている。

「じゃあ、先に受け取ってよ。どう？　これだけあれば、暫くは遊んで暮らせるだろう？」

「……そういうことは、その、禁止されております……」

　女性が上手く断れることを祈りつつ、突き当たりを右に曲がる。

（すっごく嫌な感じ、金にものを言わせて、品性の欠片もないんだわ）

　男と客室係の女性の声はまだ聞こえていたが、リサは頭を振って足早にその場から離れた。





　　　＊
 　＊
 　＊






　船尾側の突き当たりに進むと、船に併設されたカジノに行き着いた。

　真紅の
天鵞絨
 ビロード

 が張られた扉の前には、フォーマルな制服に身を包んだ背の高い案内係の青年が立っており、リサが近づくと恭しく扉を開いて中へと導いた。

（へぇ……）

　天井に取り付けられた豪奢なシャンデリアが、煌びやかな光を反射している。

　それを目立たせるため、適度に明かりを落とされた室内は非常にシックで、大人の遊び場に相応しい雰囲気を醸し出していた。

　ポーカーテーブルの各台にはディーラーがつき、華麗な手つきでトランプをさばいている。

　リサが通り過ぎると目を合わせ、会釈を返してくれた。

　壁際に並べられたスロットマシンは、銀のメダルを吐き出しながら賑やかな音楽を奏で、マシンの前に座る貴族は紫煙をくゆらせながら、満足そうな微笑みを湛えている。

　煌びやかな雰囲気のカジノは、まだ人は疎らではあったが、夜が深まればまだまだ賑わいそうな予感に溢れている。

「ここも、特に変わった様子はないわね」

　現金を持たずに部屋を出たこともあり、特にすることもなく入り口へと戻る。

「あ……」

　先程は中の様子を窺うのに集中していたが、入り口の扉の近くに小さなバーカウンターがあることに気づき、思わず声を漏らした。

（お酒があんなにたくさん……美味しそう……）

　引き寄せられるようにして近づくと、バーカウンターに立つバーテンダーがリサに気づき、目を合わせて微笑んだ。

「ウェルカムドリンクですね？　少々お待ちください」

「え、ええ……」

　勧められるがまま背の高い椅子に腰かける。

　バーテンダーは手際良く棚から酒を取り出し、美しい動きでシェイカーを振り、リサの前にショートカクテルを差し出した。

「どうぞ。カジノという名のカクテルです」

「洒落てるのね。ありがとう」

　黄色のカクテルに、赤い砂糖漬けのチェリーが沈んでいる。

　カクテルグラスの中に、入り口の天鵞絨の扉や、煌びやかなシャンデリアを見たような気がした。

　良く冷えたカクテルが舌の上を滑り、やや辛口のリキュールの味が体温に触れ、口の中でふわりと広がる。

「ごちそうさま。美味しかったわ」

　ほとんど一息でカクテルを飲み終えたリサは、甘いチェリーを
咀嚼
 そしゃく

 し、まだ薄く曇ったままのグラスをカウンターに戻した。

「……そういえば、あの人無事に逃げられたかしら……」

　カジノを後にして、次に向かう場所を思案していたリサは、はたと気づいて耳を澄ませた。

　夕食の時間が近いこともあり、今からカジノへやってくる客はおらず、扉の前に立つ案内係以外に人の気配は特に感じられなかった。

「一応、見ておいた方がいいわよね」

　仕方がなかったとはいえ、困っている客室係の女性を助けられなかったことには、やはり良心が痛む。

　まだあの貴族の男がいたら、どうすべきか悩みながら再び通路へ向かうと、あの銀のワゴンがそのまま残されていた。

「……っ、ん……」

　従業員用の通路へ続く扉が開放され、その奥からくぐもった声が聞こえてくる。

「……どういうこと……？」

　顔を
顰
 しか

 めながら扉に寄り、そっと中を覗くと、貴族の男と接客係の女性が抱き合い、口付けを交わしているところだった。

（え……？）

　背中に回された女性の手は、嫌がる素振りもなく、寧ろ情熱的に男を抱き寄せている。

「……は、ぁ……」

　息継ぎの合間にどちらともなく、恍惚とした吐息が漏れ、リサは慌てて口許を押さえて扉から離れた。

（……私が居なかったら、引き受けてたってこと……？　最初からその気だった——？）

　客室係の女性の顔は見えなかったが、仕草から彼女が積極的であることが窺える。

　困惑と動揺で目を瞬いたリサは、気持ちを落ち着けようと大きく息を吐き、足早にその場を後にした。

「……こういうところだから、ああいうこともあるのかも知れないけど……」

　とはいえ、その気がない相手と割り切ってそれが出来るかといえば、自分には不可能だ。

（シェンフゥ以外と……？　でも——あの子だったら……？）

　想像を巡らせたが、それが出来そうな相手はごく限られている。

　脳裏に浮かんだ今は亡き親友の姿に、リサははっと目を瞠り、激しく首を横に振った。

（なにを考えてるのよ、私は。任務の途中でしょ）

　頬を叩き、自分を戒めながらポケットから船内の地図を取り出す。

「地下のシアタールーム……。食事の時間がもうすぐだとしたら、上映が終わる頃よね。出入り口付近で待っていれば——」

「ぎゃあああああっ！」

　目的地を決め、階段を下りながら偵察方法に考えを巡らせていたリサは、突如として響き渡った悲鳴に弾かれたように顔を上げた。

「今の、なに！？」

　尋常ではない悲鳴に踵を返し、来た道を引き返す。

（他に人はいなかった……。あれは、貴族の男の悲鳴——）

　全速力で廊下を駆け抜け、先程の扉の方まで戻る。

　息を切らせながら辿り着いたリサが見たものは、何事もなかったように一人佇むあの貴族の男の姿だった。

「どうかされましたか？」

「いえ、今、悲鳴が……」

　ベージュのベストとネクタイを整えながら、男が不思議そうに小首を傾げている。

「悲鳴？」

　まるで悲鳴など聞こえていなかった様子で聞き直され、リサは困惑しながら周囲を見回す。

（こいつじゃなかったってこと……？　でも、絶対男の人の悲鳴だった……）

　客室係の女性の姿は見えなかったが、あの銀のワゴンはその場に残されたままになっている。

「……ああ、ちょうど良かった。君、そこの掃除を手配してもらえるかな？　赤ワインを零してしまってね」

「え……？」

（なんで私が——）

　言いかけて自分の姿を思い出して口を噤む。

　男の言うように、ワゴンの上にほとんど空になった瓶が転がっている。

　零れたワインは青い絨毯に施された白と銀の繊細な模様を赤黒く染めてしまっていた。

「……はい。かしこまりました」

「宜しく頼んだよ」

　リサに微笑みかけ、貴族の男が颯爽と立ち去る。

（なんか、さっきと雰囲気が違うみたい……。気のせいかしら？）

　男の姿が廊下の向こうに見えなくなるのを待ち、零れたワインを確認する。

「ワインって、これグラナートの10年ものじゃない。勿体ない……。これ、一体いくらするのよ……」

　
石榴
 ざくろ

 のような瑞々しい赤の山葡萄酒は、幻の一品として名高い。

　それを零してしまったと平然とした顔で言って退ける貴族の男は、相当な資産を持っているのだろう。

「で……。私が掃除するわけにもいかないし、清掃係を呼ぶべきよね」

　赤く濡れた絨毯は、空き瓶が示すように複数のワインやグラナートの色で複雑な色を生み出している。

「あれ、ここ……。ちょっと血みたいな色ね」

　年代物のグラナートは飲んだことはないが、こういう色もあるのだろうか。

　ワゴンには空の瓶が転がされている。

　グラナートの瓶の底に溜まった
澱
 おり

 と絨毯の染みを見比べながらリサは呟いた。

「……まさかね？」


第四話　泥酔リサ

　清掃の件を漸く見つけた客室係に言付けて、部屋に戻ったが、既にシェンフゥの姿はなかった。

「先に行く……？」

　テーブルの上に、書き置きと鍵が重ねられている。

　ベッドサイドの時計を確認すると、夕食の時間を随分と過ぎていた。

「まったく、鍵もかけないで不用心なんだから……」

　とはいえ、部屋に誰かが侵入したような形跡はない。

　身分証明書を呈示し、身元を明らかにした貴族とその従者だけが乗船を許されるのだと思い出し、リサは苦笑を浮かべた。

「泥棒が入り込む隙はないってことね。……ということは、魔族の奴もとっくに誰かに化けて入ってそうよね」

　それこそ自分たちのように身分を偽り、貴族の中に紛れ込んでいるのかもしれない。

　そう思うと、ほとんど全ての乗客が一堂に会する食堂では、今まで以上に目を光らせる必要があるだろう。

「どうにかして、尻尾を掴んでやらないと」

　気合いを入れ直し、念のため部屋の鍵をかけて食堂へ向かったが、そこにはシェンフゥの姿はなかった。

「……お嬢様、シェンフゥお嬢様……」

　自分の声ならば即座に聞き分けられるだろうと思ったが、談笑のざわめきに掻き消されてしまうのか、呼びかけに答える声はない。

　半立食式のさながらパーティのような会場を眺めながら、リサは人混みを避け、食堂の端へと移動し、集まった人々の姿を眺めた。

「いかにも貴族の社交場って感じだけど……。人の動きに偏りがあるわね。爵位が上のところに集まってるってことなのかしら」

　それを確かめようにも、メイドという設定である以上、シェンフゥが居なければ貴族らの輪の中に入っていくことも出来ない。

「退屈だけど……ここで待つしかないわね」

　湖が見える窓際の壁に
凭
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 れ、深く溜息を吐く。

　大きく開け放たれた窓の向こうには、開放感のあるプロムナードデッキが続いており、湖の波音が微かに聞こえてくる。

「…………」

　涼しくなった夜風に髪を押さえ、ぼんやりと湖の方を眺めていると、リサの前にふっと影が差した。

「シェン——」

「お待ちの間にいかがですか？」

　正装に身を包んだウェイターの男性が、銀のトレイに並んだウェルカムドリンクを勧めてくる。

「ありがとう、いただくわ」

　微笑んで細やかな泡を立てるシャンパングラスを手に取る。

　ウェイターは人好きのする笑顔を見せて会釈し、視線で食堂の隅にあるバーカウンターを示した。

「あちらの飲み物と食べ物は、ご自由に召し上がっていただけます。どうぞお楽しみください」

「ありがとう」

　メイドの身分である自分にまで行き届いたサービスに感心しながら微笑み、早速シャンパングラスを傾ける。

「あっ、美味しい……」

　瑞々しい葡萄の香りが鼻先をくすぐり、上品な泡が軽やかに喉を滑っていく。

　アルコールの度数はそれほど高くなく、リサはあっという間に飲み干すと、空のグラスを集めて回るウェイターにグラスを預け、ウェイターに紹介されたバーカウンターへと移動した。

「……これ、全部お酒だわ……。近くで見ると圧巻ね」

　バーカウンターの近くまで進んだリサは、壁面一面に設けられた
葡萄酒冷蔵器
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 に感嘆の溜息を漏らした。

　魔石灯で仄かに照らし出されたガラス扉の葡萄酒冷蔵器は、色とりどりのリキュールや、ワイン、ウィスキーなどが几帳面に並べられ、バーカウンターにはベルンスタインのロゴの入ったビールサーバーが置かれている。

「ようこそ。どれでもお好きなものをお知らせください」

　立ち止まったまま動かないリサに気を遣ってか、年配のバーテンダーが気さくに声をかける。

「ありがとう。そうねぇ……」

　バーテンダーに微笑み返したリサは、
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 の中にグラナートの瓶を見つけ、目を見開いた。

（あのラベル、十年ものじゃない……）

　零れて
澱
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 を残すだけになってしまった瓶と同じ瓶だ。

　その隣に五年もののグラナートや、まだ若く色の薄いグラナートが同じように並べられている。

（飲んでみたいけれど、でも……）

　流石にメイドという身分で、十年ものの高級品を注文するのは気が引ける。

　悩むうちに無意識に喉を鳴らしたリサは、小さく咳払いして、葡萄酒冷蔵器の棚を指差した。

「では、あのグラナートの5年ものをお願い出来るかしら？」

「かしこまりました」

　恭しく頭を垂れて答えたバーテンダーがリサに背を向けて、ガラス扉を開く。

（やっぱり十年もの、飲んでみたい……）

　カウンターに揃えられた背の高い椅子に腰掛けながらその手元を眺めていると、バーテンダーはリサが頼んだ5年ものではなく、別の瓶を手にして振り返った。

「……お客様、宜しければこちらの十年ものはいかがでしょう？」

「えっ、いいの！？」

　思いがけない提案に、少し大きな声が出てしまい、慌てて口許を押さえる。

　バーテンダーは、穏やかな笑顔を浮かべて頷き、リサの前に瓶を置いた。

「勿論です。ブラッドレッドが美しい熟成の証を示しておりますよ。この機会に是非」

「嬉しいわ」

　喜びに頬を緩めて、バーテンダーと目を合わせる。

「それでは——」

　バーテンダーは慣れた仕草でコルクを抜き、リサのグラスと、テイスティング用のグラスに少量ずつ注いで差し出した。

「ありがとう」

　グラスの足を持ち、白のテーブルに透かすようにゆっくりとグラスを傾ける。

　熟成が進んだグラナートは、血のような褐色を帯び、芳醇な香りを放っている。

「これをブラッドレッドって言うのね」

「ええ。濃く熟成したものになりますと、ほんの僅かに鉄錆のような香りを感じることもあります。それがグラナートのコクを生み出して、さらなる深みを与えてくれるのです」

　テイスティングを終えたバーテンダーが、まだ僅かにグラナートの残るグラスを洗い場に下げ、応じてくれる。

「そうなのね」

　バーテンダーの説明に、あの廊下に零れていたワインやグラナートのことを思い出しながら相槌を打つ。

　グラスを傾けてグラナートを滑らせたリサは、一口分を口に含むと、舌の上で転がすようにゆったりと味わった。

　ほんの微かに感じる深いコクからは、バーテンダーの言うような鉄錆びのようなものを感じる。

　だがそれは全く不快ではなく、これまでに味わったことのない味の奥深さとして口の中に広がっていった。

「お気に召していただけたようで、何よりです」

　バーテンダーは目尻に皺を作って微笑み、リサのグラスを宝石のような赤い色のグラナートで満たして行く。

　葡萄酒冷蔵器で適温に管理されたグラナートは、グラスをゆったりと曇らせ、リサはそれが室温に馴染んで香りが花開くのを楽しみながら、じっくりと味わった。

「本当に美味しかった。一度飲んでみたかったの」

「素敵な旅の想い出になりましたなら、幸いです」

　すっかり空になったグラスを引き取りながら、バーテンダーが頭を垂れる。

「もう少し飲まれますか？」

「ええ、勿論。でも、他にも珍しいお酒を飲んでみたいわ」

「喜んで」

　バーテンダーが笑顔で頷き、リサに背を向ける。

　次の酒を選ぶバーテンダーの手元を微笑みながら眺めていると、誰かが近づいてくる気配がした。

「ああ、ちょっと君——」

　片手を上げ、声をかけてきたのは先程の貴族の男だった。

　男の声に振り返り、笑顔を向けたバーテンダーはリサにだけ聞こえるよう、静かに囁いた。

「お呼びのようです」

「え、私？」

　促されて椅子から降り、貴族の男と向き合う。

「さきほどは済まなかった。クルーと誤ってしまって……なんと詫びたら良いか——」

「いえ、そんな……」

　申し訳なさそうに眉を下げ、謝罪の言葉を述べる貴族の男は、初対面の印象とはまるで違う。

（これって、エーデルワイス家のメイドだって、気づいたから……？）

　あまりに丁寧に対応されたので、恐縮して頭を垂れる素振りを見せながら密かに疑念の眼差しを向けていると、男は背に隠し持っていたものをリサの前に示した。

「本当に申し訳ない。君さえ良ければ、このボトルを受け取ってくれないか。せめてものお詫びの印だ」

　差し出されたのは、ラッピングが施された高級そうな酒瓶だ。

　見たこともない銘柄ではあったが、高級であろうことは、傍らでそれを見ていたバーテンダーの表情の変化からも窺えた。

「あの、このお酒は……」

「ああ、シェリー酒だよ。甘めで女性に人気だ。君の舌にかなうと良いのだけれど」

　一度見ているとはいえ、成人済みにはとても見えない自分に酒を勧めるのはどういう理由なのだろうか。

「でも、私——」

「大丈夫。この船には『選ばれた者』しか乗れないからね」

　勘ぐりながら口を開くと、貴族の男は微笑んで片目を瞑り、スマートにシェリー酒をプレゼントして去って行った。

「いただいちゃった……」

「宜しければ、お注ぎ致しましょう」

　バーテンダーの男がボトルを開け、氷をたっぷりと詰めたワインクーラーに瓶を戻す。

　グラスに注がれた琥珀色の液体は、とろりとして蜜のように甘く、リサは思わず目を見開いて声を上げた。

「な、なにこれ美味しい！ こんなの飲んだことない」

「こちらは、最高級のシェリー酒ですよ。どうぞお楽しみください」

　うっとりと目を細めるリサを、バーテンダーが調理をしながら見つめている。

「はぁ、美味しい……」

　一杯目を飲みきり、手酌でグラスを満たしていると、バーテンダーが細かな細工の施された美しいガラス製の皿をリサの前に差し出した。

「アルコールが強めですから、こちらと合わせて頂くと宜しいかと」

　ガラス製の皿の上には、果物を干したものに数種類のチーズを合わせたもの、生ハム、鴨肉の燻製とチョコレートが添えられている。

「こちらのチョコレートには同じシェリー酒が使われております。チョコレートは少しビターなタイプですが、ペアリングとしてはぴったりかと」

「ありがとう」

　早速チョコレートを摘まんで頬張ると、シェリー酒の濃密な甘さで痺れていた舌の上にビターなチョコレートの苦みが広がり、それが溶けると中のシェリー酒と混じって、うっとりするような豊かな香りが口いっぱいに広がった。

　蜂蜜を合わせたチーズとフルーツも、シェリー酒に良く合い、塩味を求めれば、熟成されて細かな斑点が浮いた生ハムと、芳ばしい香りの鴨の燻製が舌を楽しませてくれる。

　バーテンダーのきめ細やかな気遣いと、料理の美味しさも手伝い、シェリー酒も順調に進んでいく。

「本当に、ここは天国ね」

「ええ、みなさまそう仰います」
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　空になった空き瓶がバーカウンターの向こう側に幾つも並べられている。

　洗い物に勤しんでいたバーテンダーは、近づいてくるシェンフゥの姿に気づくと作業の手を止め、笑顔で迎えた。

「ご注文を——」

「ごめんなさい。あの、わたくしのメイドを見かけなかった？」

　バーカウンターには微かにリサの匂いが残されている。

　リサが座っていたであろう椅子を撫でながらシェンフゥが問うと、バーテンダーは思い出したようにプロムナードデッキの方を示した。

「ああ、それなら、風に当たられると仰って出て行かれましたよ」

「……ありがとう」

（リサのやつめ、飲み放題とは言ったが、まさかな——）

　バーカウンターの隅に置かれていた空き瓶を思い返しながら、記憶を頼りに数を数えてみる。

　ざっと見積もって十本はあっただろうか。

（うーむ。全部リサが飲んだとしても、酔っ払う量ではないと思うんじゃ……）

　つかつかと窓辺に寄り、開かれた窓からプロムナードデッキに出ると、柵に背を預けて瓶で酒を
呷
 あお

 っているリサの姿が目に飛び込んで来た。

「お、おぬし……」

　愕然とするシェンフゥに気づいたリサが、嬉しそうに顔をくしゃりとさせる。

「うふふっ、シェンフゥお嬢様、お待ちしておりましたぁ〜」

（なんじゃこりゃー！）

　見たこともない泥酔したリサの姿に、シェンフゥは心の中で叫びつつ、努めて平静を装いながらリサへと近づいた。

「あら、こんなところにいたのね。探したのよ」

「申し訳ございませぇん」

　呂律の回らない謝り方をしたリサが、
蹌踉
 よろ

 めきながらシェンフゥに抱きついてくる。

「う……」

　想像以上にアルコールの匂いを漂わせているリサにシェンフゥは目を白黒させ、腰に抱きついたまま、ぐにゃぐにゃと揺れているリサに慌てて囁いた。

「お、おぬし随分と酒臭いぞ……？」

「らって、飲みほうらいって、言ってたらないですかぁ」

　笑いながらふらふらと離れたリサが、手にした酒を喉を鳴らして飲んでいる。

（目が据わっておるではないか……）

「ねえ、一体なにを飲んだらそんなになるのかしら？」

「んー？　……お嬢様ったら、私に気づかないで、おじ様たちとばっかりお喋りしてぇ……」

　首を傾げた弾みに蹌踉(よろ)けたリサが、さめざめと泣き始める。

「そ、それは……。ここはそういう交流をする場なのですし、仕方がありませんわ。ですから、あなたもわたくしに仕えるメイドとして——」

「……っく、私を一人にするなんてぇ……、酷いですぅ！」

　切々と言い聞かせるシェンフゥの言葉を遮り、リサが勢いよくシェンフゥに抱きつく。

「え、ちょっと、待って——」

　力任せに押し倒されたシェンフゥは、不意を突かれ、そのまま尻餅をついた。

「うふふ、捕まえたぁ」

　弾みでシェンフゥの太腿に座ったリサが、潤んだ目でシェンフゥを見つめている。

（こ、これはいかんぞ。いくらなんでも飲み過ぎじゃ。早く、解毒せねば……）

「失礼致します。……その、大丈夫ですか？」

　思案を巡らせるシェンフゥの頭上から、異変に気づいてやってきたウェイターがおずおずと声をかける。

　その目は大胆に太腿を露わに抱き合う二人を前に、目のやり場に困り、動揺しているように見えた。

「ええ、勿論大丈夫よ。その、少し飲み過ぎたみたい。……その。目立つのは本意ではないわ。人払いをお願い出来る？」

「かしこまりました」

　ウェイターは快く頷き、手際良く人払いをしつつ持ち場へと戻っていく。

　プロムナードデッキに続く窓はさりげなく閉じられ、他の乗客が近づくことのないよう、別のウェイターが配備された。

「んー、良い匂いで柔らかぁい。シェンフゥの匂いだぁ……」

　リサはシェンフゥの胸元に顔を埋め、しきりに頬と鼻を擦り付けている。

　いつになく大胆な甘え方をするリサに、シェンフゥは生唾を飲みつつ、冷静さを保ちながらゆっくりと訊ねた。

「……一体どうしたの？　あなたらしくないわ。飲み放題とはいえ、こんな——」

「えへへ、これ、美味しいよぉ〜」

　応える代わりに瓶から直接酒を飲んだリサが、それを口移しでシェンフゥに飲ませる。

「ぶっ！」

　その蜜のような甘さ、そして微かに感じる違和感に、シェンフゥは思わず
呻
 うめ

 いた。

「な、なんですの？　この強いお酒は……！？　うぅ……甘ったるくて、まるで——」

（魔族の混ぜ物の臭いか、これは……）

　口の中に残る違和感に、魔族の臭いを感じる。

　人間であれば気づかないであろうその違和感は、シェンフゥには通用しない。

「これを飲んだのね？　渡しなさい」

「だぁめ！」

　リサから酒瓶を奪おうと伸ばした手は、見事に
躱
 かわ

 された。

「うふふ〜、そうなの〜。これすっごくおいしいんだよぉ〜。私、これ好きだなぁ」

　ふらふらと立ち上がったリサが、瓶に頬ずりしつつ、うっとりとした口調で呟いている。

「止しなさい。飲み過ぎは身体に悪いわ」

「だーいじょーぶっ」

　慌てて立ち上がったシェンフゥの制止も間に合わず、リサは瓶の底に残っていた残り僅かな酒を全て飲み干してしまった。

「ああ……」

「どうしたの、その顔？　あははっ、もしかして嫉妬、してるぅ〜？」

　呆然とするシェンフゥに、きょとんと瞬きし、リサが大声を立てて笑い始める。

　その笑い声に何事かと乗客らが窓から顔を覗かせ、シェンフゥは咄嗟にリサを引き寄せて、強引に唇を塞いだ。

「……甘にがっ……」

　まだリサの口の中に残っている酒が、唾液と共にシェンフゥの口の中にも入ってくる。

「うふふ……。シェンフゥの舌、冷たくて美味しい……」

　すっかり出来上がったリサは、シェンフゥの唇や舌を夢中で貪っている。

（……解毒しようにも、人目がありすぎるのぅ……）

　出来ることなら、この場でリサを正気に戻したいところだが、横目で乗客の動向を探る限り、難しそうではある。

（しかし、ご主人に混ぜ物をした酒を飲ませるなぞ……。さては、わしらの正体に気づいて酔い潰そうとしたのかのぅ……）

「んっ……。んぅ……。ねえ、もっと……」

「ええ」

　ねだるリサに応じて口付けを交わしながら、その髪を
梳
 す

 くように撫でる。

　指先で汗ばんだ頭皮に触れ、その体温の上昇を感じながらシェンフゥは食堂の方に意識を集中させた。

（そろそろかのぅ）

　二人の濃厚な口付けを目の当たりにして、流石に気まずくなったのか、窓辺から乗客の姿は消えている。

「……ねえ、その酒のことなんだけど」

「だぁいじょうぶ、シェンフゥのことはもーっと、すきだよ。シェンフゥだいすき〜」

「ええ、わたしもよ」

　まだ数滴残っていそうな瓶を取り上げて床に転がし、今にもふらふらと倒れてしまいそうなリサの細い腰を引き寄せて支える。

「ねえ、もっといっぱいしてぇ？」

　それをなにかの合図と捉えたのか、潤んだ目のリサが上目遣いにシェンフゥを見つめた。

「え……？」

（な、なんじゃあー、この唐突なハッピーエンドは！？ わしの優勝！？　優勝なのか！？）

　これまでどうにか平静を保てていたが、さすがにシェンフゥの中でなにかが音を立てて切れた。

（我が人生に悔いなしッ！　完！）





　　　＊
 　＊
 　＊






（はっ！　これは敗北フラグではないか。いかん、いかん。わしは、どこぞの三部完結男の二の轍は踏まんぞ）

「……ふぅ。わたくしとしたことが、 勝手に完結させてしまうところでしたわ」

「うふふっ、どうしたのぉ〜？」

　リサが人差し指で、シェンフゥの谷間をぐりぐりとつついてくる。

「んっ」

（こ、これがシラフなら……）

　いつになく積極的なリサを押し倒して、その唇と身体を貪りたい衝動を辛うじて抑えながら、シェンフゥはそっとリサの手を取り、目を見つめて諭した。

「ね、ねえ、そういうことはお部屋に帰ってからに致しませんこと？」

「……うん、いいよ」

　頬を緩めてにこりと笑ったリサが、シェンフゥの手を握り返し、歩き始める。

「こっち、こっちぃ……」

　リサとしてはシェンフゥの手を引っ張って歩いているつもりらしいのだが、ぐにゃぐにゃとその場を回っているだけで、全然前に進んでいない。

「仕方ありませんわ。ほら、わたくしにお掴まりになって」

「こーぉ？」

　シェンフゥの首に腕を回したリサが、ちろりと頬を舐める。

　その額に軽く口付け、シェンフゥは深く息を吐き、腰を落としてリサの脚の裏に腕を回して持ち上げた。

「ごめん遊ばせ……！」

　窓際に立っていた係が、気を利かせてガラス張りの扉を開いてくれる。

「ありがとう」

　シェンフゥは係の男に目配せして食堂を突っ切り、素早く廊下へと出た。

「えへへ〜。ベッドまでエスコートしてくれるの？　シェンフゥって意外と力持ちなんだね」

「ええ。わたくしも、驚きですわ」

　泥酔しているリサの気が変わらないよう、優しく微笑みかけて部屋へと急ぐ。

　船尾側から船首側の客室まではかなりの距離があるのが、この時ばかりは恨めしかった。

「わぁ。お姫様だっこだぁ」

　リサはシェンフゥにぴったりと密着し、嬉しそうに頬を擦り寄せている。

「……ねえ、シェンフゥ。私はぁ〜、今日は〜メイドでお姫様なのぉ？」

　呂律が回っていないせいか、舌っ足らずに甘えられ、シェンフゥの理性がぐらぐらと揺らいでいる。

「ええ、そうよ」

　令嬢を装うことで自分を保たせながら答える。

「そうなんだぁ」

　リサはくしゃりと笑い、しきりに感心したように呟いた。

「うふふ……。じゃあ……、シェンフゥは私の王子様だねぇ」

「はああああっ」

　この上なく幸せそうな極上の笑顔と甘ったるい声を向けられ、シェンフゥは耐えきれずに思わず叫んだ。

　リサはそんなシェンフゥにくすくすと笑うと、抱かれたまま一生懸命首を伸ばし、シェンフゥの唇の端に口付けた。

「こうして、リサ姫とシェンフゥ王子は幸せに結ばれるのでした。めでたしめでたし——」

　理性を総動員させながら、シェンフゥが今の状況を童話に仕立てる。

「この結末は嬉しいですけれど、流石にこの状況は複雑過ぎますわねぇ」

「えへへ〜」

　リサはその心境など微塵も気にしていない様子で、シェンフゥの首にしっかりと抱きつく。

「しっかり掴まっていらっしゃい」

　気力を振り絞り、リサを抱き直すと、シェンフゥは客室へと一息に駆けた。





「さあ、着いたわよ」

「あはは、スイートルームだぁ」

　部屋に戻ったことでようやく二人きりになる。

「新婚だからぁ、今日がぁ……あはっ、なんだっけぇ……？」

　すっかり寛いだ様子のリサは、笑いながらふらふらと部屋の中を進んでいった。

「お水を飲んだら思い出すぅ〜？」

　歌うような調子で陽気に喋りながら、リサはベッドサイドのテーブルに新しく置かれていた氷入りの水を、水差しから直接飲み始めた。

「あはっ、このお水もお酒みたぁい」

　水差しから溢れて零れた水が、リサのメイド服のブラウスを濡らして透かしている。

「……ああ、せっかくのメイド服が……」

「えへへ、濡れちゃったねぇ」

　拳骨を作った手でこつんと頭に触れ、リサがベッドの傍らにぺたんと座り込む。

　シェンフゥはぐったりと溜息を吐きながら近づき、その場に屈んでリサの顔を両の手で包み込んだ。

「……はぁ、余程強力な混ぜ物をしてあったのじゃろうな。おぬしの口の中に、まだ残っておるんじゃろうて……」

「私の口の中が、どうしたの？」

　不思議そうに瞬きをしながら、リサが触れそうなほどに顔を近づけてくる。

　その吐息から甘ったるい香りが漏れ、シェンフゥはそこに混じる魔族の気配に片目を閉じた。

「さっきの酒に魔族が混ぜ物をしていたようじゃ。わしの妖術でその異物を中和せねば」

「魔族……？　混ぜ物……？」

　あれだけ酔っていたにも拘わらず、リサの呂律は元に戻りつつある。

　魔族という言葉に反応してぼんやりとしていた焦点が定まり、確かめるようにシェンフゥの瞳を覗き込んだ。

「少しは正気に戻ったかの？」

「んー？　私はずっと正気だよぉ？」

　溜息を吐きながら問いかけたシェンフゥに、リサがまたくしゃりと笑いかける。

　滅多にない笑顔を惜しげもなく向けられ、複雑な面持ちでリサの額に自分の額を押し当てた。

「こんな時でなければ、嬉しくてたまらぬのじゃがなぁ」

　頬を両手で包むように押さえたまま、リサの目を真っ直ぐに見つめる。

　目を合わせたリサは真剣な眼差しでシェンフゥを見つめていたが、不意に頬を緩めて笑った。

「どうしたの？　こわーい顔、してるよ？」

　首を左右に振って頬を押さえている手を解き、人差し指でシェンフゥを眉間の皺をぐりぐりと解し始める。

　まるで子供のようなその仕草に、シェンフゥは眉を下げて力なく笑った。

「これは心配している顔じゃ……」

「心配？　私のこと……？」

「…………」

　まだ酔いが醒めていないリサは、正気に戻ったら今のことも忘れてしまうだろうか。

　そう思うと、やはり複雑な気分になったが、シェンフゥはリサの身体から魔族の混ぜ物とアルコールを取り除くべく、特別調合のオイルが入った小瓶を旅行鞄の中から取り出した。

「ねえ、シェンフゥ。私のことを心配してるの？」

「そうじゃよ。他に誰がおる」

　オイルを手に取って、リサの元へ戻る。

「さあ、それ以上悪さをされぬうちに、腹にこれを塗って——」

「やだっ」

　言い終わらないうちに、リサの手がオイルを払い落とし、小瓶はベッドの下へと転がっていった。

「なにをするっ。わしはおぬしのために——」

「だって、また変なことしようとしてたでしょ？　そんなことしなくてもぉ〜。えいっ！」

　小瓶を追って立ち上がったシェンフゥの背中を、リサが勢いよく押した。

「のわ〜っ！」

　二人が同時に倒れ込んだ衝撃で、ベッドのスプリングがぎしぎしと軋んでいる。

「えへへ……」

　不意を突かれてベッドに転がされたシェンフゥの上に、リサが
跨
 また

 がり、シェンフゥの太腿を自分の太腿で押さえた。

「な、なにをするのじゃ！ 早く治療をせねばっ」

「治療？　ふふふっ、『食事』じゃなくてぇ？」

　シェンフゥの上に腰を下ろしたリサが、スカートの裾をつと持ち上げる。

　ソックスを固定するガーターベルトを巻かれた白い太腿が露わになり、シェンフゥは思わず生唾を呑み込んだ。

「こ、これがかの有名な絶対領域……っ！」

「うふふっ、これも美少女の証かしら？」

　片方の手でスカートを捲ったまま、もう片方の手の親指でリサがガーターベルトを引いて見せる。

　思わず上体を起こして柔肌に微かに残るベルトの痕をまじまじと見つめたシェンフゥは、誘惑を振り払うように激しく首を横に振り、目を閉じてリサのスカートを元に戻した。

「あれぇ？　どうしたの、シェンフゥ」

　リサがきょとんと瞬きし、不思議そうにシェンフゥを見つめる。

　それから部屋をきょろきょろと見渡し、にこりと笑うと、前触れなくシェンフゥに抱きついた。

「うぐっ！」

　不意を突かれたシェンフゥが抱きしめられた弾みで呻く。

　リサはそれに腕の力を解き、シェンフゥの狐耳をゆっくりと撫でた。

「心配しないで。ここは私とシェンフゥのふ・た・り・き・り、よ」

「おおぅ……」

　耳許で甘く囁かれ、シェンフゥが微かに身体を震わせる。

　が、寸でのところで理性を保ち、リサの身体を優しく押し戻した。

「それがシラフだったら、どんなに嬉しいか……。じゃが——んぅっ」

　シェンフゥの言葉を遮るように、リサが身体を覆い被せ、唇を塞ぐ。

「ほらぁ。いつもみたいにして？」

　唇を少し離したリサが、シェンフゥの目を覗き込みながら囁く。

　甘ったるい吐息にくらくらとしながら、シェンフゥはぎゅっと目を閉じ、リサの頬を撫でた。

「申し出は有り難いが、正気を失っておる今は無理じゃ」

　目を開け、リサのやや焦点の合わない目を見つめて真摯に語りかける。

　が、リサは小首を傾げて、瞬きし、それからいつになく楽しげに笑い出した。

「ふふふっ、変なシェンフゥ。ほら、あなたのだーいすきな『食事』の時間よ？」

　リサがするするとブラウスから腕を解き、メイド服を脱ぎ始める。

「ま、待て。早まるでない」

「ほら、シェンフゥも——」

　服をはだけ、あられもない姿になったリサはシェンフゥの背中に手を回し、留め金とファスナーを下ろし始めた。

「ご主人！」

「いーえっ！　今はメイドでしょ。私のご奉仕が欲しくないの？」

「ほ……欲しくない」

　辛うじて下着に覆われているだけの柔肌を見せつけられ、シェンフゥは思わず目を閉じる。

「またまたぁ、無理しちゃって……」

　シェンフゥのいつになく消極的な反応にリサはからかうように笑っていたが、突然笑うのを止めたかと思うと、すすり泣き始めた。

「それとも、私のこと、嫌になっちゃった……？」

「ば、バカな！　おぬしはわしの理想の美少女、そんなこと世界が滅んだとしても有り得ん！」

　慌てて目を開き、リサの顔を見つめる。リサは泣き真似を止めてくしゃりと微笑み、勢いよく倒れ込んでシェンフゥに抱きついた。

「えへへっ、シェンフゥだーいすき」

「そ、それはわしもじゃが……。ご主人、さっきから背中でなにを——」

　ごそごそと背中をまさぐるリサは、シェンフゥの下着の留め具を外している。

「うふふっ、取っちゃったぁ」

「…………」

　悪戯っぽく微笑まれてシェンフゥは唇を引き結び、興奮に膨らむ動悸に目眩を覚えながら思考を巡らせた。

（ど、どうすれば……この誘惑に負けずに解毒が出来るのじゃ……）

　頭の中では、時間が経つのを待つしかないという諦めと、一刻も早く正気を取り戻させ、あの酒の出所を調べなければならないという理性がぐるぐると渦巻いている。

「ねえ、シェンフゥ。シェンフゥの胸、ドキドキしてるよぉ」

　リサが自分の胸をシェンフゥの胸に押しつけながら、舌っ足らずの甘えたような声を出している。

（こ、これは、流石に……っ）

泥酔しているとはいえ、リサに迫られたシェンフゥの理性は音を立てて崩れ始めていた。

「ねっ、キスして？」

「ああ……」

　ふっと溜息を吐きながら頷き、リサの後頭部を引き寄せる。

　唇を合わせたまま、互いの頭を手のひらで引き寄せ、息も出来ないほど密着させ、互いの唇を貪った。

「……っ、ふ……ぅん……」

　どちらともつかない甘い吐息が息継ぎの合間に漏れる。

（そうか。わしの唾液を飲ませて、解毒すれば——）

　リサを正気に戻す方法を思いついたシェンフゥは、犬歯の裏を舐めて唾液を分泌させ、リサの唾液に混ぜた。

「……んっ……。シェンフゥの……っ、おいし……っ」

　リサはそれを喉を鳴らして飲み、唇の端から零れた分を舌で拭うと、うっとりとした様子で微かに甘い吐息を漏らした。








「ふふふっ、なんだか暑くなってきちゃった」

　解毒が効き始めたのか、話し方が戻りつつある。

　リサの頬に触れ、汗で張り付いた横髪を後ろに梳かしながら、体温の下降を確かめたシェンフゥは、ひとまず安堵の息を吐いた。

「ねえ、キスだけで終わり？」

　リサがつとスカートを捲り、まだ桃色の残る太腿を露わにする。

　肝心な場所はエプロンで隠れて見えないものの、白い布の向こうに下着が透けている状況に、シェンフゥは思わず生唾を飲んだ。

「……さすがのわしも、もう理性が保たぬぞ……」

「いいよ？」

　シェンフゥの太腿の上に乗ったまま、リサがエプロンを取る。

「シェンフゥの好きにして？」

（この破壊力、さすがのわしも理性が飛びかけたぞ）

「……あぁ、でも汗いっぱいかいたから、ダメかなぁ……」

　いつの間にかリサの顔に珠のような汗が浮かんでいる。

　発汗は全身に及び、白いブラウス部分も薄く透けて肌に張り付いていた。

「……はぁ……。どうなることかと思ったが、ようやく解毒が効いてきたようじゃな」

「なんのこと……？」

　シェンフゥの顔に指先を這わせながら、リサがぼんやりと訊ねる。

「そろそろ正気を取り戻したころかの、ご主人？」

　シェンフゥが鼻先に口付け、目を細める。

と、焦点の合っていなかったリサの目が、はっと見開かれた。

「え……？」

　咄嗟に飛び退き、ベッドの端に避けたリサが、シェンフゥを驚愕の視線で見つめている。

「これ……夢じゃない——？」

　ベッドに膝を立ててリサを端へと追い詰めたシェンフゥは、仕返しとばかりに軽くリサの頬をつねってみせた。

「そうじゃよ。やっと正気に戻ってくれたかの？」

「……私、バーで飲んでたら、お酒をもらって……その後——」

　記憶を辿りながら呟くリサの顔が、アルコールの影響とはまた違う朱色を帯びていく。

「その酒に、魔族が一服盛っておったようじゃな」

「……え……？」

　シェンフゥの言葉に、リサが絶句する。

「まったく、敵が潜んでいるというのに、不用心が過ぎるぞ」

　そう言いながらも安堵の息を吐いて、リサを抱き寄せぽんぽんと頭を撫でる。

　リサはシェンフゥの胸に頭を預け、がっくりと項垂れた。

「……だって、飲み放題って言ってたし、他にも飲んで全部大丈夫だったから——」

「そういうのを油断を言うのじゃ。充分に用心せねばならぬはずじゃろう？」

「……うん。ごめんなさい……」

　先程までの声とはまるで違う、静かな謝罪の言葉が紡がれる。

「わかったなら、しばらく禁酒じゃ」

　シェンフゥはその言葉を受け容れてベッドから降り、乱れた衣服と髪を整え始めた。

「ごめんね。凄く楽しい夢を見ていた気分で……その、迷惑かけちゃった……よね？」

　リサも自分の衣服を整えながら、おずおずと問いかける。

　シェンフゥは髪を
梳
 と

 く手を止め、リサの方に向き直った。

「……迷惑？」

「ええ。私、なんだか凄く楽しい夢を見ていて……」

「まあ、大変は大変だったが——、しかし、積極的なおぬしもなかなか良かったぞ」

　すっかり正気に戻ったリサに、シェンフゥが尻尾を揺らして近づく。

「……そ、そんなに……？」

　慌てた様子で見上げるリサに、シェンフゥは八重歯を覗かせて、見ようによっては意地悪な笑みを浮かべ、顔を近づけた。

「今の今じゃ、覚えておるじゃろう？」

「お、覚えてない——かも」

「では、その身体に思い出させてもらおうかの？」

　優しくゆっくりと力をかけ、今度はシェンフゥがリサをベッドに押し倒す。

「どうじゃ？　思い出せそうじゃろう？」

「……うぅ……」

　恥ずかしさで熱くなった頬を押さえ、リサが力なく頷く。

　シェンフゥはそれにかかかっと声を上げて快活に笑い、ベッドからゆっくりと降りた。

「まあ、おぬしが意外と積極的になることがわかっただけでも収穫かのぅ。普段からあれぐらい積極的なら、わしの『食事』もさらに捗りそうなんじゃが——」

「お願い、もう止めて……？」

　ちらちらと横目で見つめてくるシェンフゥに、リサが白旗を上げる。

「まあ、この償いはあとでしっかりとしてもらおうかの」

　シェンフゥはいつになくしおらしいリサを、頬を緩ませながら楽しげに尻尾を揺らし、試すように見つめている。

「……本当、忘れてください、シェンフゥお嬢様」

「さあ、どうしましょうかしら？　それはあなた次第よ？」

　くつくつと笑いながらリサに合わせて答えたシェンフゥは、表情を引き締めてベッドの縁に腰掛け、脚を組んだ。


第五話　魔族の船

「ところで、あの酒はどこで手に入れたのじゃ？」

「……あの酒……？」

　シェンフゥの質問を繰り返しながら、リサが目を瞬く。

「乗客を一通り観察してみたが、一服盛られておったのはおぬしだけじゃったが——」

「あれは、どこだったかの貴族の男にもらったのよ。こんな格好をしてたから、乗員かなにかと間違われて、そのお詫びだって」

　話しながらその経緯を思い返したリサは、酒で記憶が曖昧になりつつある貴族の男の顔を必死に思い返す。

「わしらの正体に勘づいたわけではなさそうか？」

「そんなのわかんないわ。でも、勘違いしてたのは本当だし、お酒もとても良いものだって、バーテンダーの人が——」

「そやつとは、どこで会ったのじゃ？」

　リサの答えを待ちきれないのか、シェンフゥが性急に質問を重ねる。

「部屋を出て少ししてからよ。金に物を言わせて、客室係の女性をナンパしていたのよね。……あれ……？」

　リサもそれに合わせて記憶を総動員しながら答えていたが、ふと引っかかって口を噤んだ。

「どうしたのじゃ？」

　シェンフゥの問いかけに、改めて貴族の男に関する記憶を辿る。

「ううん。そういえば、廊下で客室係の女性に絡んでた嫌なヤツだったのに、途中から人が変わったみたいに——」

「それじゃ！」

　リサの発言にシェンフゥは組んでいた足を解き、人差し指でリサを指差した。

「やはり、わしの睨んだとおりじゃな」

「……どういうこと？」

　シェンフゥの人差し指を握って、そっと下ろしながら眉を顰める。

　シェンフゥは表情を険しくし、声を落として続けた。

「ヤツら、恐らく人間を喰って、乗っ取っておるぞ」

「え……。じゃあ、本物のザルクも……？」

　ナクラバルの街の領主ザルクが、魔族に乗っ取られていたことは二人の記憶に新しい。

「……この客船に乗っていたということを考えても、そういうことになるかのぅ」

「なるほどね。じゃあ、その貴族の男を追いましょう」

　納得したように頷き、リサは橙色のリボンを結び直すと、足早に部屋の入り口へと向かった。

「待て。丸腰で行くのは危険じゃ」

　呼び止められ、苛立ったように振り返る。

「でも、武器なんて——」

「あるぞ」

　ベッドから降りたシェンフゥが、部屋の隅のバイオリンケースを指し示す。

「えっ？」

「そのバイオリンケースの中に、魔導散弾砲が入っておる」

　シェンフゥがそう言ってパチンと指を鳴らすと、バイオリンケースが自動的に開いた。

「これ、そういうことだったのね」

　開かれたバイオリンケースの中には、シェンフゥの言う通りリサの魔導散弾砲が収まっている。

　中折れ式の魔導散弾砲は折りたたまれているだけで、装填すれば直ぐにでも使えるように整備されていた。

「そのまま持ち込むには物騒じゃからのぅ。わしの妖術で鍵をかけておいた」

「……シェンフゥの錫杖は？」

　魔導散弾砲と愛用のポーチ、弾薬を確かめながら訊ねる。

「ああ、あれはさすがに解体するわけにもいかぬからな。まあ、なんとかなるじゃろう」

　聞きながら装備を検めていると、上下二連、中折れ式の見覚えのある小型拳銃型の魔導砲が収められていることに気がついた。

「ねえ、もう一つ魔導砲があるんだけど——」

「わしのホーネットじゃ」

「あの迷銃、確か没収したわよね？」

　数々の名銃を生み出しているサティエンヌ
造兵廠
 ぞうへいしょう

 では、迷銃も同じくらい存在している。

　シェンフゥ愛用の魔導砲『ホーネット』は、安全装置がない代わりに引き金を極端に重くすることで暴発を防いでいる代物だ。

　そのため、非力な者は引き金を引くことすら出来ず、迷銃に分類されている。

「まあ、ダブルバレルの銃をリクエストしておいたからの」

「悪戯なんてしたら、また没収するわよ？」

　念を押しながら、魔導砲を手渡す。

「エーデルワイス家の子女を名乗っておるのに、悪戯などするものか」

「それは、そうなんだけど……」

　思いがけない発言がシェンフゥの口から飛び出し、リサは熱くなった頬を押さえて息を吐いた。

「でも、錫杖の代わりがこれ？　引き金も重いんだし、もっと別のにすれば良かったのに」

「いや、わしはこれが気に入っておるのじゃ。一度に二発撃てるとは、なんともお得な銃じゃろう？」

「まあ、威力が単純に倍になるのは、いいかも……」

　重い引き金を引く力があれば、案外便利なものなのかもしれない。

　魔導砲を手の上で器用に
弄
 もてあそ

 んでいるのか、それらしき金属音が微かに響いた。

「かかかっ、一粒で二度おいしい、チョコレートのお菓子みたいじゃな！」

「……その例えはちょっとわからないけど——」

　苦笑しながら視線を戻すと、シェンフゥはスリットを捲り、太腿を露わにしているところだった。

「ちょっ、なにやってるのよ！？」

「なにって、装備じゃが……？」

　シェンフゥが小首を傾げてさらに太腿を捲り、ベルトに取り付けた魔導砲を示す。

「そ、そうね。そうよね……」

　下着が見えそうなほど大胆に裾を捲られたリサは慌てて目を逸らし、誤魔化すように何度も頷きながらバイオリンケースを閉じた。

「さっ、これで、いつ魔族に遭遇しても大丈夫ね。行きましょう」

　バイオリンケースを背に担ぎ、戦闘モードに切り替える。

　魔族を討伐出来るとなり、その表情は普段のリサとは全く違う険しいものに変わっていた。
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　再び訪れた食堂は、既にバータイムへと移行しており、フリードリンクの置かれたテーブルや、移動式のバーカウンターが複数設けられ、食後のアルコールを
嗜
 たしな

 む乗客の姿で賑わっていた。

「……おや、もう大丈夫なのですか？」

　壮年のバーテンダーが、リサの姿に驚いたように目を丸くしている。

「ええ。あんまり美味しいお酒だったから、つい飲み過ぎてしまったの」

　リサは微笑んで頷き、まだ細い泡を立ち昇らせているシャンパングラスに手を伸ばしかけて止め、話を切り出した。

「ところで、あの方にお礼を言いたいのだけれど、どこへ行ったかご存じないかしら？」

「あの方？」

「わたくしのメイドに、貴重なシェリー酒をご馳走したくださった方ですわ。主人として、一言お礼を申し上げたいの」

　背の高い椅子の背もたれにゆったりと腕を預け、シェンフゥが優美に微笑んで付け加える。

　その仕草と言葉遣いにバーテンダーは自らの記憶を確かめるように食堂を見回し、穏やかな口調で答えた。

「ああ、その方でしたら……。確かお連れの方とカジノへ行かれましたかと」

「ありがとう」

　さりげなくチップを取り出してカウンターに置き、シェンフゥが椅子から離れる。

「どうぞ、良い夜をお過ごしください」

　バーテンダーはそれを深々と礼をして受け取り、二人を見送った。

　黒と白が基調の制服に身を包んだ案内係の青年が、真紅の
天鵞絨
 ビロード

 が張られたカジノの扉の前で微笑んでいる。

　二人が近づく歩調に合わせてゆっくりと開かれた扉の向こうでは、既に多くの人々がカジノに興じていた。

「あの男よ」

　ルーレットテーブルに着いている貴族の男を見つけ、リサが小声で囁く。

　シェンフゥはそれに静かに頷くと、つかつかとルーレットテーブルに近づいていった。

「寛いでいらっしゃるようね。わたくしも遊んでみようかしら？」

「え……？」

　スピンが止まっているのを確認しながら貴族の男の隣に座り、ディーラーの女性に微笑みかける。

「全てチップに交換してちょうだい」

　大量の金貨をテーブルに置いたシェンフゥは、胸元に垂れた髪を後方に流してオーダーした。

「ちょ——、お、お嬢様？」

「どうかしまして？」

　驚くリサを一瞥し、シェンフゥが優雅に唇の端を持ち上げて笑う。

　その唇から僅かに覗く犬歯に気づき、リサは口を噤んで半歩後ろに下がった。

（なにか考えがあるってことね？）

　目で訴えると、シェンフゥが微かに頷く。

　そうするうちに、金貨は全てチップに交換され、山のように積まれたチップがシェンフゥの前に戻された。

「わたくし、赤の３に致しますわ」

「おや、シングルナンバーとは、大きく出たね。では僕も——」

　シェンフゥの動向を興味深げに眺めていた貴族の男が、同じようにチップを全部賭ける。

　突然の大勝負に出た二人に、いつの間にか集まっていたカジノの客の中からどよめきが上がった。

「ノーモアベット」

　ディーラーの女性が緊張した声音で、賭け時間の終了を告げる。

　貴族の男とシェンフゥは揃って頷き、ディーラーに次の動作を促した。

　ディーラーの女性が球を手に取って二人に示し、ホイールに取り付けられたノブを勢いよく
捻
 ひね

 る。

　ホイールの回転が始まると同時に、反対方向に球が投入されると、小さな球は数字の上を弾むようにして転がり、そのうちに音が止んだ。

　ホイールの回転が次第に緩やかになり、人々の視線がポケットの色に注目する。

「赤だ」

　誰かが思わず呟き、その声に見物客が息を呑む。

　ルーレットの回転が穏やかになり、数字が読み取れるようになると驚愕のざわめきが広がり始め、ルーレットの静止と共に大きくなった。

「嘘だろ……。36倍……」

　赤の３のポケットに、白い球が収まっている。

　目の前の信じられない光景にある者は息を呑み、別の者は目を擦りながらシェンフゥとルーレット盤とをしきりに見比べている。

「ふふっ、ジャックポット！　……かしら？」

　漸く口を開いたシェンフゥが、手のひらを合わせて喜びの声を上げる。

「……ああ、大当たりだ。凄い強運だね」

　貴族の男はそれに大きく感嘆の息を吐き、シェンフゥに握手を求めた。

「ビギナーズラックですわ」

　握手に応えて席を立ち、視線をディーラーへと移す。

「チップの両替をお願いね。メイドに預けてくださる？」

「かしこまりました」

　ディーラーは全てのチップを最高額のチップに両替し、リサに預けた。

「……本当に？　……夢じゃないの？」

　手にしたチップが見慣れないせいもあり、リサはまだこの状況を理解出来ていない様子だ。

「……ふふっ、これでバカンスをさらに満喫できるわね？」

　シェンフゥが頬に触れながら労っていると、貴族の男は漸くリサに気づき、その顔をまじまじと覗き込んだ。

「おや、君は——」

「…………」

（よくも騙してくれたわね！）

　内心は穏やかではなかったが、笑顔を取り繕って頭を垂れる。

「主人を連れてくるとは、律儀だね」

「わたくしからも、一言お礼を申し上げたくて」

　代わりにシェンフゥが答え、リサに目配せする。

　リサはチップの束を手に、カジノの端にある換金所へと急いだ。

「ほんのお詫びだよ。どうかな、あのお酒は君のメイドの口に合ったかな？」

「はい。とっても美味しくて、少し飲み過ぎたようですわ」

「それは良かった」

　換金所の貸金庫にチップを預けたリサが戻ってくる様子を見ながら、貴族の男が目を細める。

「飲み足りないようなら、もっとご馳走しよう」

「是非、わたくしのメイドも喜びますわ」

　男の言葉に微笑んで頷き、シェンフゥがリサに目で合図する。

「では、移動しようか。グラナートの60年ものなんてどうかな？」

「ふふふ、楽しみですわ」

　幻の高級酒を惜しげもなく例に出す男に、リサとシェンフゥは思わず顔を合わせる。

「では、こちらへ」

　貴族の男の案内でカジノから移動を始める。

　目的地を明らかにはされなかったが、人通りのある通路をゆったりと進むその様子は、魔族に乗っ取られた者という印象を薄れさせた。

「ねえ、この匂い……」

　貴族の男からは甘い花の蜜のような香りが強く漂い、リサは眉根を寄せてシェンフゥを仰いだ。

「とても華やかな香りね」

　念のため充分な距離を取り、小声で囁きながらも、会話の内容は当たり障りのないものに留める。

（魔族の臭いがしないってことよね……。もしかして犯人じゃないのかも？）

　シェンフゥの答えを読み解きながら、心の中で呟き、男の背を眺める。

（でも、油断は禁物だわ）

　気を引き締めるべきだと自分に言い聞かせていると、赤紫色の髪の船員が前方からやってくるのが見えた。

「…………」

　船員は、貴族の男に会釈し、廊下の端へと避ける。

「それにしても、見た目によらず随分酒豪なようだね」

　貴族の男はその前を通り過ぎながら、リサとシェンフゥに話しかけた。

「ええ。特にメイドは、安酒を飲み慣れていますの」

「——では、今度は別の方法で潰さないといけないね？」

　シェンフゥが微笑みながら答えると、貴族の男から恐ろしく冷たい声が返された。

「なっ！？」

「危ない！」

　鳥肌が立つほどの殺気が突如として現れ、さきほど追い越したばかりの船員が突然襲いかかってくる。

　素早く躱し、絨毯の上を転げながらシェンフゥは魔導砲を抜き、至近距離からなんの
躊躇
 ためら

 いもなく二発浴びせた。

「やはりビンゴじゃったな！」

「ハッ！　流石に痛いぞ」

　胸元に弾丸を浴びせられた船員が、破れた制服を脱ぎ捨て、シェンフゥに向かって突進する。

「チッ」

　壁を蹴り、船員に後ろ回し蹴りを浴びせたシェンフゥは、そのまま跳躍して飛び退き、床に手のひらを突いて低く構えた。

「肉弾戦とは……。装填の隙はないのぅ」

　スリットに手を差し込んでベルトに魔導砲を戻す。

「こんのぉ！」

　狭い船内の通路では魔導散弾砲を使えないリサは、バイオリンケースを振り下ろしたが、それは突然太さを増した船員の腕によって、いとも簡単に阻まれた。

「邪魔だ、虫けらめ！」

　嘲笑と共に、バイオリンケースごと投げ捨てられる。

「……っ！」

　絨毯に叩き付けられた反動を利用して、跳ね起きる。

（なにか、武器がないと——）

「ご主人！」

　武器に代わるものを探すリサの元へシェンフゥが駆けつけ、その手を取って握った。

「え？」

　握られた手の違和感に目を向けると、複数の投げナイフが握らされている。

「これ、どうしたの？」

「前に言ったじゃろう？　わしのポケットは四次元に繋がっておる」

「死ねい！」

　冗談を続ける間もなく船員の拳が襲ってくる。

「失礼！」

　その拳を片手をついて身体を浮かせると、シェンフゥはそのまま船員の頭を両太腿で挟み込み床へと叩き付けた。

「ふはっ、手応えがないのぅ」

　一笑して飛び退き、片脚立ちの構えを取ったシェンフゥが、素早い蹴りの連打を浴びせる。

「はははは、効かぬ、効かぬぞ」

　船員はシェンフゥの蹴りをものともせずに立ち上がり、ゆったりと防御の姿勢を取った。

「ほうほう。中身は筋肉だるまのようじゃのぅ」

　防御壁の役割を果たしている太い腕に、浴びせ蹴りを喰らわせ、反動を利用して飛び退く。

「じゃが、刃物はどうかの？」

「はっ！」

　シェンフゥと入れ替わりに背後から高く跳躍したリサが、ナイフを射出する。

　回転をかけて投げられたナイフは船員の身体に次々と突き刺さった。

「……蚊でも止まったか？」

　邪悪な笑みを浮かべながら、船員の男が大きく息を吸い込む。

　その呼吸に合わせて船員の身体は異様なまでに膨らみ、制服が大きく裂け、釦が弾け飛んだ。

「後は任せたぞ！」

　貴族の男が船員の男に呼びかけ、船首側の階段を駆け上がっていく。

「逃がさないわよ！」

「無駄だ」

　リサは残るナイフを投げつけたが、それは全て船員の男によって叩き落とされた。

「……間違いないわね。あの男もあんたも魔族ね」

「それがどうかしたか？」

　胸元に突き刺さったナイフを引き抜いて足元に落としながら、船員が首の関節を鳴らしている。

　ナイフが刺さったにも拘わらず、血の一滴も滲ませない船員の男の姿を目の前にリサは歪んだ笑みを浮かべ、後方のシェンフゥに向けて手を差し出した。

「……ますます逃すわけにはいかなくなったわ」

　投げナイフを受け取り、指の間にしっかりと挟んで強く握り締める。

「貴様らごとき、俺の足止めにもならんぞ」

「さあ、どうかしらね！？」

　姿勢を低くして船員に急接近し、突き上げるようにして顎を狙う。

「この程度、痛くも
痒
 かゆ

 くもないぞ！」

　船員は嘲るようにしてナイフを受け止め、狙ってみよと言わんばかりに胸を張った。

「はあっ！」

「はははは、隙だらけだぞ」

　残るナイフを投げたリサを、弄ぶようにして船員が脚で蹴り上げる。

「うぐっ！」

　咄嗟に防御の姿勢を取ったリサが壁に叩き付けられる。

「
双発剄
 そうはっけい

 ！」

　それと入れ替わりに空中から突如として現れたシェンフゥが、掌底でナイフを船員に叩き込んだ。

「ぐあああああっ！」

　刃のみならず、柄までを身体に埋め込まれた船員が咆吼を上げる。

　と、同時に船員の皮膚が醜く避け、薄紫色の肌が露わになった。

「やはり化けておったの。その目立つ頭髪といい……貴様、フリザじゃな？」

　忌むように目を細めたシェンフゥが、正体を露わにしつつある船員の男を睨めつける。

「ハッ。我を見破るか……。やはり只者ではないようだな」

「その皮はどうした？」

　シェンフゥの問いに、正体を現したフリザは肌にまとわりついていた人間の皮を剥がし、禍々しい赤色の瞳で嘲るように二人を見下ろした。

「わかりきったことを。人間から奪ったに決まっているだろう？」

「このっ！」

　怒りに任せたリサが素早く床のナイフを拾って投げつける。

「どうした、なんの騒ぎだ！？」

　フリザの咆吼に気づいたのか、船員と思しき者たちの声が響いてくる。

「チッ！」

　舌打ちしたフリザは二人に背を向けると跳躍して階段を飛び越え、瞬く間に上階へと消えた。

「トップデッキへ出るつもりだわ」

「海へ逃げるつもりかの。そうはさせぬ！」

「た、助けてくれ！」

　トップデッキで、ナイトプールを楽しんでいた乗客は、突如として響き渡った不穏な叫び声に一斉に注目した。

「ば、化物だ！」

　貴族の男に続き、フリザが現れたことで乗客らは恐怖の悲鳴を上げ、次々とプールから上がり、非常用の出口や階下に続く階段に殺到した。

「……今のうちに」

　乗客らを追い回しながら、貴族の男にそれとなく耳打ちし、フリザがトップデッキを荒らして回る。

　貴族の男はバーカウンターの奥の通信機を引っ張り出すと、釦を操作し、受話器を耳に押し当てた。

「ギルマン様！　大変です——」

　通信の開始と同時に訴える貴族の男の言葉は、そこで強制的に遮られた。

「貴様！」

　振り向いた貴族の男に魔導散弾砲の銃口を突きつけ、リサが冷たい目で見下ろす。

「応援を呼んでも無駄よ。あなたはここで死ぬの」

「に、人間の姿の私を殺すつもりか？」

「中身が魔族なら、容赦はしないわ」

　引き金にかけた指に力を込める。貴族の男が低く唸り、その目が赤く変わり始めた次の瞬間。

「シャァッ！」

　鋭い叫びと共に、なにかがリサに激突した。

「あっ！」

　不意を突かれたリサが濡れた床を滑りながら転げていく。

「ご主人！」

　シェンフゥの悲鳴で、激突したものがフリザの脚だと気づく。

「平気。それよりフリザを！」

　プールサイドの段差で止まったリサが跳ね起き、床に転がった魔導散弾砲を拾い上げる。

「承知！　あの男、殺すでないぞ」

　フリザに掌底と蹴りを叩き込んで吹き飛ばしたシェンフゥが、呼吸を整えながら忠告する。

「……わかった」

　唇を噛みながら低く応え、魔導散弾砲を腰に戻したリサは、プールサイドの監視台に置かれていた救命具のロープを手に取った。

　貴族の男は、再び無線に向かい、しきりになにかを叫んでいる。

「仲間を呼ぶ気ね。そうはさせないわ」

　ロープを握りしめ、貴族の男の元へと駆け出すリサの前に、フリザが立ちはだかる。

「邪魔はさせんぞ！」

「それはわしの台詞じゃ！」

「無駄！　無駄ァ！」

　シェンフゥの浴びせ蹴りを腕で弾き、フリザが嘲笑する。

　シェンフゥは吹き飛ばされた勢いを倒立して受け流し、そのまま反動をつけて前方宙返りと共に踵落としをフリザの脳天に落とした。

「ハッ、効かぬ！」

「これならどうじゃ！？」

　振り回されたフリザの腕を足場にし、シェンフゥが両脚できつくフリザの首を締め上げる。

「う……ぐ……」

　頸動脈を締め上げられ、さすがのフリザも低く呻き、僅かに
蹌踉
 よろ

 めいた。

「離——」

「離せと言われて、離すヤツがおるかあぁああっ！」

　フリザの首に脚を巻き付けたまま、シェンフゥが叫び、勢い良く背を逸らす。

「な……っ！」

　バランスを崩したフリザの身体は、そのまま大きく揺らぎ、シェンフゥの後方宙返りに巻き込まれて床に激しく叩きつけられ、反動でバウンドした。

「おまけじゃ！」

　反動を利用したシェンフゥが手のひらを突いて脚を持ち上げ、渾身の力を加えて後方宙返りを繰り返す。

　そうして勢いを増しながら頭部を何度も叩きつけられたフリザは、最後は
舷
 ふなばた

 に頭をめりこませたところで、漸く解放された。

「はぁ、重かった……」

　溜息を吐きながらスリットの隙間から
小型の魔導砲
 ホーネット

 を取り出す。

「さて、止めと行くかのぅ」

　銃を折り、弾を装填しながら舷にめりこんだまま動かないフリザを見つめる。

「シェンフゥ！」

　折った銃を元に戻し、銃口を突きつけたところでリサがバーカウンターから声を上げた。

　傍らにはロープで縛り上げられたあの貴族の男の姿がある。

「こいつ、ギルマンって仲間を呼んでた。まだ来るわよ」

　リサの声がトップデッキに強く吹いた風に流れていく。

「……そのようじゃの」

　風に紛れて近づいてくる足音に耳を澄ませたシェンフゥが、トップデッキの出入り口へと銃口を向けた。

「なんの騒ぎですか？」

　現れたのは、白い制服に身を包んだ恰幅の良い人の良さそうな中年男性だった。

　白い船長服の
肩章
 けんしょう

 には金色の筋が４本、金筋の間の黒色が、彼が船長であることを示している。

「船長！　実は——」

　拘束した貴族の男を引き摺りながら、リサが近づこうとしたその刹那。

「待て、ご主人」

　険しい声でシェンフゥが呼び止めた。

「悪人ほど善人を装うぞ」

「え……？」

　つかつかと歩み寄ったシェンフゥが、リサの隣に並んで腕を組む。

「わしの目と鼻は誤魔化せぬ。魔族の臭いがぷんぷんしておるわ」

　恰幅の良い男は、出入り口付近にあった船内用の無線を手に取ると、微笑みを湛えて話し始めた。

「皆さん、トップデッキに化物が現れました。しかし、ご安心ください。私——船長のギルマンが皆様をお守り致します。どうぞ自室へお戻りになり、次のアナウンスまでお待ちください——」

　穏やかに発せられるその言葉の間に、船長の姿が怪魚のような魚人の姿へと変わっていく。

「ギルマン……こいつも、ザルクと同じ——」

　リサの目の前で大きく裂けたような赤い口を開いたギルマンが、日よけの傘を引き抜く。

「槍となれ」

　その呪文を受け、傘はサンゴ礁を削り出したような
歪
 いびつ

 で鋭い槍へと変化する。

「困るんですよ。私の船で勝手な真似をされるのは——」

　槍を構えたギルマンが忌まわしく二人を睨めつける。

「……き、貴様よくもやってくれたな……」

　怒りに任せて
舷
 ふなばた

 を砕きながら、気絶していたフリザも復活を遂げた。

「さあて、どちらが化物かの？」

「向こうに決まってるでしょ」

　左手で魔導散弾砲を構えたリサがシェンフゥに向けて右手を差し出す。

「では、いよいよ任務も大詰めじゃな」

　シェンフゥは、にっと八重歯を見せて笑うとリサの手を握り返し、具現させた青龍刀の柄を持たせた。

「我が一族の誇りにかけ、貴様を殺す！」

「ッ！」

　リサから素早く手を離し、シェンフゥが床を転がる。

「おっと、危ないではないか」

　背後からフリザに襲いかかられたシェンフゥは、魔導砲をベルトに戻し、挑発の構えを取った。

「その侮辱、許さん、許さんぞ！」

　怒りに筋肉を増幅させたフリザが力でシェンフゥを圧倒する。

「ご主人、そっちの半魚人を頼んだぞ！」

「シェンフゥ！」

　フリザに押され、瞬く間に遠ざかっていくシェンフゥにリサが声を上げる。

「余所見をしている場合か！」

　視界を遮るように槍が突きつけられ、リサは素早く飛び退き、魔導散弾砲を浴びせた。

「しないわよ。あんたたち魔族の前で、余所見なんてしてやらないんだから」

「ハッ、遅いぞ！」

　槍を回して銃弾を弾き、ギルマンが嘲笑する。

　遠心力で弾かれた銃弾は、その場にバラバラと散らばった。

「少しはやるようね」

　素早くシリンダーを振り出し、装填する。リサが構えるよりも早く、鋭く槍が伸ばされ、ギルマンは一気に距離を詰めてきた。

「くっ……！」

　辛うじて構えたものの、ギルマンの槍が到達する方が遙かに早い。

「何度やっても同じこと！」

　リサは魔導散弾砲を一旦仕舞い、青龍刀で槍を弾いた。

「……ぅ……」

「ははは！　さっきまでの威勢はどうした？」

　ギルマンが浴びせる打撃の重さに手こずりながら、じわじわと後退させられる。

　防戦一方のリサは、どうにか引きつけて至近距離で魔導散弾砲を浴びせようとするが——

「その手が通じると思うか！？」

　ギルマンの槍が魔導散弾砲を下から突き上げるようにして弾き、撃ち飛ばした。

「あっ！」

　リサの腰から外された魔導散弾砲が、トップデッキを滑っていく。

「このっ！」

　魔導散弾砲の行方を視界の端に留めつつ、リサはギルマンの眼前に狐火を浴びせ、素早く距離を取った。

「逃がさんぞ！」

「！！」

　ギルマンの突きが鋭く繰り出される。

　リサは素早くそれを避けたが、風を孕んではためいたスカートはその場に残り、槍の餌食になった。

「狙いが定まっていないわよ」

　ステップを踏むようにしてスカートの裾を刺した槍から逃れながら、リサが挑発の声を上げる。

「ハッ！　望み通り串刺しにしてくれるわ」

　挑発に乗ったギルマンが突きの体勢を取る。

　次の攻撃が読めことで、リサは敢えて槍の
刺突
 しとつ

 を受け、そのまま高く跳躍した。

　貫いた布地につられて
撓
 しな

 る槍を長刀で強引に弾き、スカートを破けるままにしてギルマンに斬撃を喰らわせる。

「ちっ！」

　ギルマンは槍を引き戻して振り回したが、リサはその柄を軽く蹴り飛ばし、ギルマンの背後へと回った。

「どうしたの？　串刺しにするんじゃなかった？」

　たっぷりとしたプリーツのスカートが破れて切り離されたことで、幾分か身軽になったリサが青龍刀を構え、反撃を開始する。

「ちょこまかとすばしっこいネズミめが！」

　ギルマンは槍を短く持ち、リサの刀を薙ぐように大きく振るい始める。

「そのネズミ相手に手こずってる半魚人は誰かしら？」

　シェンフゥの言葉を借りて挑発し、氷晶弾を放つ。

「ハッ！　どこを狙っている！？」

　怒りに
鰭
 ひれ

 を逆立たギルマンが、氷の弾丸をプールサイドへ弾き飛ばし、リサを追い回す。

「そっちこそ、どこに向かって打ち返してるの？　こっちよ、こっち！」

　プールの水が波打つプールサイドへとギルマンを誘導し、デッキチェアの上に逃れる。

「よほど串刺しになりたいようだな！」

　リサを捉えようと、踏み込んだギルマンが脚を滑らせてバランスを崩す。

「なっ、氷！？　どういうことだ！？」

「さっき自分がやったことを忘れたの？　おめでたい頭ね！」

　ギルマンの槍を
躱
 かわ

 したリサが、刀を低く構えて足元へと突進する。

「させるか！」

　凍ったプールサイドの一角を利用して加速したリサを前に、ギルマンは息を吐くようにして短く笑い、プールの中へと身を投げた。

「……はぁっ、はあっ……」

　素早くデッキチェアの上にまで下がり、肩で息を吐きながらプールを見下ろし、続いて見失った魔導散弾砲の位置を確かめる。

（あった……！）

　魔導散弾砲は、二つ向こうのテーブルの下に落ちている。

　それを見留めたリサは素早くギルマンへと視線を戻した。

「……っ！！」

　二つに折られた槍が、それぞれ鋭い珊瑚の刃を形作り、足場にしていたデッキチェアに突き刺さる。

　寸でのところで飛び退いたリサは、魔導散弾砲を回収し、素早く装填して構えた。

「水よ、槍となれ」

　プールから頭を覗かせたギルマンが、低く呪うように唱える。

　掲げた二本の腕に引き寄せられるように水が集まったかと思うと、プールサイドの日傘を槍に変えた時と同じように長短二本の鋭い槍が現れた。

「楽しませてもらったぞ……」

　頬まで裂けた口を歪ませて笑み、プールからゆっくりと上がったギルマンが長柄の槍を回転させ始める。

「シャァ！」

　長柄による打撃が繰り出され、それを躱したところですかさず短柄の槍による斬撃がリサを襲った。

「ダンスパーティと行こう。さあ、踊れ！」

「……っ！」

　足払い攻撃と斬撃の多段攻撃を刀で受けながら、リサが徐々に押し負けていく。

　ギルマンの攻撃は勢いを増し、防戦一方となったリサは、不意を突かれて足払いに蹌踉めいた。

「あっ！」

「これで仕舞いだ！」

　リサの胴を突くように鋭く槍が伸ばされる。

「……っぅ！」

　辛うじて躱した一撃目はリサのスカートの裾を床に縫い止め、それを破る間もなく短柄が平行に薙がれ、リサの頭部を襲った。

「んっ！！」

「リサ！」

　背を逸らし、倒れ込むようにして致命傷を避けたリサの耳に、シェンフゥの悲鳴が響く。

「なっ！！」

　転げながら見届けた視界の端で、シェンフゥが放った狐火がギルマンに命中したのが見えた。

「ハッ！」

　刀をスカートの裾に突き立てて床を転げ、なりふり構わず破り捨てる。

　体勢を立て直して再び刀を取り、構え直したリサを、ギルマンが槍を弄びながら見下ろした。

「寿命が少し延びたか？」

「その言葉、そっくりそのまま返してあげるわ」

　デッキチェアを足場にして素早く逃れながら、魔導散弾砲に魔法弾を詰め替える。

「ははは、子ネズミは良く逃げるな」

　ギルマンはそれに嘲笑を浴びせ、日よけの傘を抜き取ると、槍に変えて投げつけ始めた。
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　絶え間なく繰り出されるフリザの拳が、シェンフゥの脚をじりじりと後退させている。

「オラオラッ！　どうした！？」

（くっ……。ご主人が苦戦しておる……）

　強固な防御の姿勢を取りながらリサの動きを目で追っていたシェンフゥは、ギルマンの
刺突
 しとつ

 槍によってスカートを縫い止められたリサの姿に目を瞠った。

「いかん！！」

　フリザの拳を下から蹴り上げて跳躍して距離を取り、短柄の槍でリサを襲うギルマンに狙いを定める。

「……リサ！」

　悲鳴のように叫びながら狐火を放つ。

　狐の姿を成した炎は、ギルマンの顔と腕に鋭く噛みつき、小爆発を起こした。

「余所見をしている場合か！」

　風を斬るような音を立て、フリザの蹴りが飛んでくる。

「……っ！」

　大きく背を逸らし、後方宙返りで飛び退いたシェンフゥは、バーカウンターに激突して止まり、ゆるゆると立ち上がった。

「乙女の顔を狙うとは、紳士の風上には置けぬのぅ」

　直撃は辛うじて避けたが、風圧で頬が切れている。

　舌先で伝う血を舐め取りながら睨めつけると、フリザは鋭く叫んでシェンフゥとの距離を一息に縮めた。

「おっと」

　カウンターに飛び上がり、そのまま宙返りをして離れたシェンフゥを、拳を振り回しながらフリザが追いかけてくる。

「攻撃は大したことないが、防御の高さが問題じゃのぅ。筋肉の鎧と言えば聞こえはいいが——」

　掌底と腕を巧みに使って攻撃を防ぎ、あるいは受け流しながら、フリザの攻撃を分析する。

「おぬしの攻撃は、既に見切った！」

「何をごちゃごちゃ言っている！」

　一向に攻撃が当たらなくなり始め、フリザが躍起になって攻撃を続ける。

　シェンフゥはそのまま腕で防御すると見せかけ、フリザの打撃技を受け流して投げにかかった。

「
Too Easy
 容易いぞ

 」

「なに！？」

　不意を突かれたフリザが背中から落ちる。

　が、すぐに跳ね起きてそのまま蹴りを繰り出した。

「今じゃ、シェンフゥ拳！」

　攻撃の隙を突いて、シェンフゥが低い体勢からフリザの顎を狙う。

「ぐあっ！！」

　顎にまともに打撃を喰らわされたフリザは叫びを上げて吹っ飛び、その場に倒れた。

「……ば、馬鹿な、なぜ、その動きが……！？」

　衝撃に頭を振りながら、フリザが呻くように呟く。

「ハッ、見てから昇龍なぞ余裕じゃ」

　シェンフゥは腰に手を当てて不敵に微笑むと、ゆっくりと腰を落とし、重心を低く構えた。

「人間の反応速度ではない……貴様、何者だ？」

「見てわからぬか？　まあ、脳味噌まで筋肉で出来ておるならしょうがないかのぅ」

　呆れたように目を細めて言い放つシェンフゥに、フリザが赤紫の髪を逆立てる。

「それは我が一族への侮辱か！」

　フリザの身体に埋め込まれた赤い球のようなものが鋭く明滅を始め、怒りに任せて突進を始める。

「
狐動拳
 こどうけん

 ！」

　低く構えたシェンフゥは手のひらから狐火を飛ばしながら応戦するが、フリザはそれを物ともせずに突っ込んでくる。

「おっと」

　フリザの突進を側転で回避し、そのまま床に突いた手を軸に、両脚で鋭い回し蹴りを繰り出す。

「シェンフゥ脚ッ！」

　間合いに入ったフリザは、シェンフゥの回し蹴りをまともに喰らったが、突進を止めただけで平然と立ち上がった。

「……参った、手応えがまるでないのぅ」

「我が鋼のごとき肉体に、貴様ごとき細腕の技が効くものか」

　フリザが呼吸とともにさらに身体を膨らませ、自らの筋肉を誇示する。

「確かにそうじゃなぁ。内部に気でも送り込んでみるかのぅ」

　シェンフゥはにっと笑って、一度構えを解くと、ゆっくりと呼吸を整え始めた。

「ほうほう、今度はどんな悪あがきだ？」

「それは見てのお楽しみじゃの」

　目を薄く閉じ、ゆっくりと構えを取る。

　右踵を上げ、次に右踵で地面を全力で踏み込んだシェンフゥは、自身の身体にエーテルを巡らせ、反作用の原理で気を足から腰に通し、肩、腕、拳へと順に伝えていった。

「待ちくたびれた。こちらから行くぞ！」

　フリザが拳を構え、突進してくる。

「今じゃ！」

　エーテルの高まりに目を開き、シェンフゥが攻撃点へと至る。

　繰り出されたシェンフゥの拳はフリザの拳の勢いを無効化して流し、その身体に次々と強烈な拳と掌底を浴びせていった。

「ぐあああああっ！」

　叫び声を上げて吹っ飛んだフリザが、プールへ転落する。

「さて、何ヒットしたかのぅ」

　水しぶきが上がるのを額に手を翳して眺めながら、深く息を吐く。

「しかし、なんて固いんじゃ。わしの手の方がどうにかなってしまうぞ」

　手をぷらぷらさせて痛みを逃しながら、水面を見ているが、フリザは一向に浮かんではこない。

「古典的な罠を使うか……。まあ、引っかかってやるかの」

　スリットの隙間から魔導砲を取り出して引き金に手をかけ、プールサイドへとゆっくりと近づいた。

「……念のため、保険もかけておくか。氷狐よ、頼んだぞ」

　左手で氷狐を出し、足元に走らせる。その行方を目で追ったシェンフゥの脚を、突如として水中から伸びたフリザの手が掴んだ。

「ははははっ！　かかったな、馬鹿め！」

「かかってやったのじゃ。その区別もつかぬとは脳筋よのぅ」

　勝ち誇るフリザに、シェンフゥが溜息を吐きながら答える。

「なぜ、何故だ？」

　プールに引き摺り込もうとしていたフリザは、びくともしないシェンフゥの脚に焦ったような声を上げた。

「まあ、こうなると思っておったからの」

　涼しい顔のシェンフゥが、視線で氷狐を呼び寄せる。

　シェンフゥの脚を凍らせてプールサードに固定した氷狐は、するりと氷の中に溶けるように潜っていった。

「さて、自慢の筋肉の固さは充分確かめさせてもらったが——」

　フリザの手も、氷狐の影響を受け、徐々に凍り始める。

「な、なんだこれは！？」

「では、口の中はどうじゃ！？」

　驚愕の悲鳴を上げたフリザの口の中に銃口を捻じ込んだシェンフゥは、引き金を渾身の力で引き、二連発を浴びせた。

「！！」

　悲鳴を上げる間もなく、フリザの頭が吹っ飛ぶ。

「ふぅ、馬鹿で助かったぞ」

　狐火で足元を炙り、氷を溶かしながら溜息を吐く。

　氷が溶けるとフリザの手はシェンフゥから力なく離れ、その身体は静かにプールの底へ沈んでいった。

「さて、ご主人に加勢せんとな」
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　ギルマンの槍による多段攻撃に苦戦するリサを見留めながら、魔導砲に弾を込める。

　度重なる攻撃の餌食となったメイド服には無数の穴が空き、激しく損傷している。

「良い眺めになったのぅ、ご主人」

「ひらひらして戦いにくかったのよ」

　肩で息を吐きながら、リサが破れた裾を裂いて引きちぎる。

「そっちは余裕みたいね」

「そうでもないぞ？」

　答えたシェンフゥの視線は、露わになったリサの白い太腿に注がれている。

「ふっ、絶対領域が出現するとは、ギルマンのヤツもわかっておるのぅ」

「なんなのよ。その絶対領域とかって——」

　言いかけたところでシェンフゥの視線に気づき、口を噤む。

「いや、言わなくていい」

　引き裂いたことで半分ほどの長さになってしまったスカートの裾を気休めに力強く引いて、リサが槍を振り回しているギルマンに視線を戻す。

「こんなことなら、『食事』をしておけば良かった？」

「仕込みに時間がかかっておるが——、なんとかなるじゃろう」

　苦笑混じりのリサの言葉に、シェンフゥが意味ありげに返す。

「仕込み？」

　リサが問うと、シェンフゥはその手に握られた刃こぼれした青龍刀に気づき、リサの手ごとその柄を握り締めた。

「こっちの話じゃ」

　シェンフゥが僅かに力を込め、リサの手を通じて刀にエーテルを流す。

　刀はシェンフゥの具現化の妖術を受け、鋭い刃を取り戻した。

「たらららん♪
 」

「便利ね、それ」

　歌うように目配せするシェンフゥに僅かに笑顔を見せ、リサは魔導散弾砲を腰のベルトに戻す。

「さっさと片付けるとするかの、ご主人」

「……そうね。二人揃えば余裕よ」

「ああ、余裕じゃ」

　にかっと笑うシェンフゥにすっかり気力を持ち直したリサは、シェンフゥの手が離れるのを待ち、両手で青龍刀の柄を握り締めた。

「別れの挨拶は済んだか？」

　長短二本の槍を合わせ、巨大な槍へと変えながらギルマンが問いかける。

「それが必要だとは思えないけどッ！」

　言い終わらないうちに跳躍し、リサが斬撃を浴びせる。








「ハッ、少しは知恵をつけたか！？」

　一太刀目を
躱
 かわ

 したギルマンがリサに刺突を浴びせ、そのまま薙ぎ払う。

「その攻撃にも飽きてきたわ」

　槍を飛び越えて下から刀を突き上げて槍を払い、ギルマンの懐へと一気に距離を詰める。

「ぬるい！」

　石突を跳ね上げてリサの攻撃を受け止めたギルマンの頭上に、フッと影が差した。

「シェンフゥ脚ッ！」

「貴様、いつの間に！」

　リサの攻撃の軌道に合わせて接近したシェンフゥが、リサと入れ替わりに肉弾戦に持ち込む。

「チッ！」

　床に槍を突き立てて飛び退き、ギルマンがシェンフゥに応戦する。

「シェンフゥ拳！」

　氷狐を拳に
纏
 まと

 わせたシェンフゥが、武器を失ったギルマンに鋭く拳を叩き付ける。が、すぐにギルマンの身体を蹴り上げて、再び距離を取った。

「……このままでは埒があかんな」

　手のひらを拳で叩きながら、シェンフゥが苦しげに息を整える。

　その拳から痛々しく血が滲んでいることに気づき、リサは思わず息を呑んだ。

「シェンフゥ——」

「悪いが、わしに補給を頼めるかの？」

　言いかけた言葉を遮り、シェンフゥが片目を閉じてリサを見つめる。

「補給って——」

　その視線にシェンフゥの限界を感じ取り、リサが言葉を失ったその時。

「何をごちゃごちゃ言っている！？」

　槍を取り戻したギルマンが旋風を起こし、二人を薙ぎ払った。

「！！」

　風圧で吹き飛ばされた二人は、プールの中へ転落する。

「……っ！」

　咄嗟に息を止めて水中で目を見開いたリサの手をシェンフゥが強く引く。

　引き寄せられたかと思うと、シェンフゥの唇がリサの唇に強く重ねられた。

「……っ！？」

　その瞬間、さながら『食事』の時のような感覚がリサの全身を駆け巡り始める。

　身体の深部から広がった熱は、瞬く間に肌の表面にまで到達し、高揚感は熱となってリサを覆った。

「ぷはっ」

　シェンフゥに誘導されて水面に顔を出し、大きく息を吐く。

　戦闘での疲労や負傷が驚くほど和らぎ、リサは目を瞬いてシェンフゥを見つめた。

「身体の調子はどうかの？」

　にっと笑ったシェンフゥが、リサの額にそっと口付ける。

「悪くないわ」

　リサが苦笑混じりに頷くと、シェンフゥは妖術で竜巻のように風を起こし、巻き上げた水で壁を打ち立てた。

　渦の中心は水が消え、プールの底が現れる。

　そこに向き合わせに立ったリサとシェンフゥは、惹かれ合うように互いの手を取った。

「ははは、何をしている。それでこの私に勝てるとでも？」

　目を合わせた二人が、どちらともなく深く口付ける。

　口付けを通じてシェンフゥの力が分け与えられているような感覚が、はっきりとリサを包み込んだ。

　足元から巻き起こる穏やかな風が、濡れそぼった二人をあたたかく包み、その髪や服から水滴を取り払っていく。

「……くふっ、ん……」

　肌を桃色に変えるような高揚感にリサが声を漏らすと、シェンフゥがそれを塞ぐように唇を深く重ね直し、互いの息が続く限り口付けが続けられた。

「……ご主人」

　シェンフゥの唇が離れ、瞼に熱い口付けが落とされる。

　ふっと息を吐いたリサは、そっと目を開き、シェンフゥを見つめた。

　髪も身体も服も、もう濡れてはいない。

　水の壁がなければ、ここがプールの底であることを忘れてしまいそうになる。

「ねえ、シェンフゥ、あのオイルってもしかして——」

　言いかけたリサの唇を、シェンフゥが追いかけて捕まえる。

「良く効いておるじゃろ？」

　もう一度深く口付けたシェンフゥに唇の間で囁かれ、リサは静かに頷いた。

「それで隠れたつもりか！？」

　渦の中心を狙って、ギルマンが鋭い貝殻のようなものを浴びせてくる。

「ハッ！」

　ばらばらと降り注ぐ、鋭利な棘を備えた貝殻を避けて同時に跳躍し、プールから上がる。

「はぁあああっ！　シェンフゥ拳四倍！！」

　シェンフゥはそのまま全身に赤い狐火を[image: u+8ff8]
 らせ、ギルマンに連撃を浴びせた。

「観念なさい！」

　徐々にギルマンを圧倒し始めるシェンフゥの攻撃に合わせ、リサも魔導散弾砲でギルマンを狙撃する。

「おのれ、ちょこまかとッ！」

　ギルマンが牙を剥いて吠え、鋭い爪をシェンフゥの肩に振り下ろす。

「……、はぁッ！」

　流れるように身体を左に
捌
 さば

 いて
躱
 かわ

 し、ギルマンの腕に掌底を喰らわせる。

「かかったな！」

　反撃を受けたギルマンが右腕を犠牲に、シェンフゥの身体を蹴り上げる。

「くっ！」

　防御の体勢を取ることもままならず、まともに攻撃を喰らったシェンフゥの身体は、デッキチェアとテーブルが並ぶ一角まで吹っ飛んだ。

「シェンフゥ！」

　日よけの傘が音を立てて崩れ、シェンフゥの姿が見えなくなる。

「……っ！　シェンフゥ、シェンフゥ！」

　咄嗟にシェンフゥに駆け寄ったリサが、日よけの傘を力尽くで取り払いながら、シェンフゥの姿を探す。

「……っ、げほっ」

　微かに咳き込む音が折り重なったデッキチェアの隙間から聞こえたかと思うと、シェンフゥがそっと顔を覗かせてリサを見つめた。

「シェンフゥ！」

「……やれやれ。わしのシェンフゥ拳の効果が切れてしまったぞ」

　差し伸べられたリサの手を取り、テーブルとデッキチェアの山からシェンフゥが身体を起こす。

「怪我はない？」

「なぁに、掠り傷じゃ」

　起き上がり、ドレスの裾を叩いたシェンフゥはリサの髪を指先で撫で、悠々と歩み寄るギルマンへと視線を戻した。

「まさか、右腕を犠牲にするとはのぅ」

　荒くなった呼吸を整えながら、シェンフゥが小さく呟く。

　その声に頷きながらリサは魔導散弾砲を構え、ギルマンに狙いを定めた。

「次の技で決めたいところじゃの」

「策はあるの？　シェンフゥ拳……って、もう解けちゃったのよね？」

　手のひらに宿した狐火を一瞥して握り込め、シェンフゥが苦笑を浮かべる。

「とっておきの技が、あと一つだけある。あとは、わしの
魔導砲
 ホーネット

 とご主人の
魔導散弾砲
 ハリウッド

 が頼りじゃな」

「……あのデカい頭に風穴でも空けるつもり？」

　シェンフゥの視線からその意図を汲み取ったリサが、魔導散弾砲に散弾を装填する。

「そういうことじゃ。一発勝負じゃが、行けるか？」

「もちろん。やるしかないじゃない」

　シリンダーを戻し、引き金に指をかけて構える。

「……このギルマンの右腕の代償は、貴様らの命でも足りんぞ」

　左腕に槍を構えたギルマンが、二人との間合いを計りながら近づいてくる。

「それだけの価値があるとは思えんがの」

　シェンフゥは鼻先で笑って唇の端を持ち上げ、一度目を閉じ、直立の姿勢を取った。

「…………」

　呼吸の乱れはもう収まっている。

　シェンフゥの身体に巡るエーテルの高まりがリサには感じられた。

「わしが合図する。頼んだぞ、ご主人」

「ええ」

　囁くような声に答えると、シェンフゥは左肘をゆったりと上げ、右の拳を添えて構えを取った。

「まどろっこしい！　貴様が来ぬのなら、攻めるまで！」

　ギルマンが槍を振り回し、跳躍する。

　その気配に先んじて素早く身体を開いたシェンフゥは右の手を前に出し、左腕を叩いてエーテルを流すと、左足を高く上げて一歩前に踏み込んだ。

「シャアアアッ！」

「はぁあああっ！」

　頭上目がけて突き立てられた槍の軌道を見切っていたかのように、シェンフゥが右足でギルマンの懐に踏み込み、肘で鋭く胸を突く。

「ぐあああああっ！」

　シェンフゥの
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 打頂肘
 かくだちょうちゅう

 をまともに喰らったギルマンは、断末魔のような悲鳴を上げて吹っ飛ぶ。

　シェンフゥのエーテルを乗せた
頂肘
 ちょうちゅう

 の威力は凄まじく、ギルマンはその衝撃で
舷
 ふなばた

 に激突し、その身体は舷を抉るようにめり込んだ。

「今じゃ、ご主人！」

　舷に
凭
 もた

 れるようにして、焦点の定まらない目で宙を仰ぐギルマンに狙いを定め、リサとシェンフゥが魔導散弾砲を構える。

「「ジャックポット！」」

　二人が放った弾はギルマンの額に命中し、崩れた舷の残骸の中にぐったりと崩れた。








第六話　湖中の死闘

「さて、一件落着じゃな」

　ギルマンに向けた銃口を下ろしたシェンフゥが、スリットを捲り上げて太腿のベルトに魔導砲を戻す。

　その仕草に咄嗟に顔を反らしたリサは、バーカウンターの奥で横倒しになったままもぞもぞと動いている貴族の男の姿を見留め、安堵の息を吐いた。

「……『大事な証人』も捕まえたし、後は聖騎士団に通信を入れて、乗客を保護してもらうだけね」

　人間の姿をしているとはいえ、貴族の男は既に魔族に乗っ取られている。

　リサとしては魔族というだけで、直ぐにでも息の根を止めたい相手ではあったが、努めて冷静に言い聞かせながら、魔導散弾砲を腰のベルトに収めた。

「左様、ミッションコンプリートじゃ」

　手のひらでドレスの裾を整えたシェンフゥが、リサの頭をくしゃりと撫でる。

「もうっ、子供扱いしないで」

　慰められているような気がしてその手を軽口を叩きながら振り解くと、異様な水音が微かに耳に届いた。

「……なに、この音……」

　次第に大きくなる音は、二人の背後から響いている。

　みちみち、びちゃびちゃと気味の悪い音を立てているのは、他ならぬギルマンの死骸で、その身体はぐねぐねと別の生き物のように膨らんで動き始めた。

「な……っ！」

「こやつ、まだ生きておる……！」

　シェンフゥが放った狐火が、轟、と音を立ててギルマンに襲いかかる。

　絶命したはずのギルマンは、瞬く間に炎に包まれて火だるまとなり、ぐねぐねと奇妙に動きながらプールへ転落した。

「……なに！？」

　プールサイドに駆け寄った二人は、ごぼごぼと音を立てる気泡で泡立つ水面に息を呑む。

「————！」

「いかん、伏せるのじゃ」

　なにかを察してシェンフゥがリサをその場に押し倒す、甲高い咆吼を上げ、何者かがギルマンの皮を破って現れた。

「……いたたた……」

　背中から勢いよく打ち付けられたリサの目に、体長2mほどの
小竜
 ドラゴネット

 に似た魔族の姿が映し出される。

「しまった、あのウナギが本体か！？」

「ウナギって……」

　叫ぶシェンフゥに突っ込む間に、本来の姿を現したギルマンがプールへと勢いよく戻り、水柱を上げる。

「おっと」

　跳ね飛ぶ水の塊を氷狐の盾で防いだシェンフゥは、リサの鎖骨に口付けると、素早く防御の姿勢を取った。

「まあ、ウナギにしては大きいかのぅ。竜種の魔族というところか。ギルマンめ……。本物の船長に寄生しておったとは……」

　氷の盾を構えるシェンフゥの後ろで、大きく息を吐いて背の衝撃を流しながら、リサも立ち上がる。

「……寄生型……本体……」

　シェンフゥの言葉を呟きながら、リサはあの客室係の女性と貴族の男が抱き合って口付けていた様子を鮮明に思い出していた。

「あれはキスなんかじゃない、あれは——」

　——『寄生』していたのだ……。

「なんて巧妙で、なんて卑劣な……」

　その事実に気づき、歯がみする。

　音を立てて歯が鳴るのを、さらに奥歯を噛みしめて耐えたが、湧き上がる怒りは叫びとなってリサの喉を震わせた。

「逃がすかぁああっ！」

　水中に向けて魔導散弾砲を連射する。

　
氷晶弾
 ひょうしょうだん

 が水面を凍らせたが、それはギルマンの本体には届かず、大きく
撓
 しな

 った長い尾が、氷を割り、プールサイドの二人の脚を薙ぐように払った。

「わしの氷狐も効かぬ。あの鱗はかなり手強いぞ」

　シェンフゥが鋭い氷柱状の氷狐を無数に飛ばすが、それらも全て弾かれ、水面やプールサイドにばらばらと散らばっている。

「攻撃の隙を突くしかないわね」

　デッキチェアを蹴り上げるようにして積み上げながら、リサが声を上げる。

「なにを始めるつもりじゃ？」

「決まってるじゃない、水の中から引き摺り出すのよ」

　救命用のロープを素早く束ねて輪を作り、デッキチェアを積み上げた足場からリサが水中を見据える。

「はっ、ウナギの一本釣りか。投網みたいなものかの」

　シェンフゥが感心したように呟き、リサと共にロープを持つ。

「
銛
 もり

 、作れる？」

「もちろんじゃ——。たらららん♪
 」

　リサの要望にシェンフゥは、いつもの調子で笑い、ロープに手を
翳
 かざ

 すと、その先端に鋭い返しのついた銛が具現した。

「……さあ、来なさい」

　銛を構えたリサが、ギルマンの次の攻撃を待つ。

　ギルマンは水中を素早く回転しながら二人の様子を窺っていたが、埒が開かないと判断したのか、プールを飛び出し二人の足場に尾鰭で斬撃を浴びせた。

「……っ、やっと来たわね！」

　薙ぎ払われたデッキチェアの上を巧みに移動し、リサがギルマンの尾に銛を突き立てる。

「シェンフゥ！」

「おうよ！」

　鱗に阻まれ浅くしか突き刺さらない銛に、シェンフゥが素早く氷狐を飛ばして追撃する。

「はっ、やっぱり固いのぅ」

「でも、凍ってる。溶ける前にやるしかない！」

　救助用の滑車に取り付けたロープを巻き取りながらリサが叫ぶ。

　シェンフゥも加勢し、ロープは勢いよく巻き上げられ、銛を突き刺されたままのギルマンはプールの中で藻掻き、のたうち始めた。

「このまま弱ってくれるといいんだけど」

　ぴんと張られたロープとギルマンを見比べながら、リサが呟く。

　ギルマンは最初のうちこそ銛を引き抜こうと暴れ回っていたが、徐々に動きを変え、ぐるぐると水中を泳ぎ回り始めた。

「……おや！？　ギルマンのようすが……」

「……なにを始める気かしら？」

　様子を見守る二人の視線の先で、ギルマンの身体が怪しく明滅を始める。

「なにあれ……？」

　明滅は次第に間隔を縮め、それがギルマンの全身に刻まれた模様であることを明らかにしていく。

「あれは高位の魔族が施した邪紋かのぉ……」

　赤く浮かび上がった邪紋に目を細め、シェンフゥが腕を組む。

「高位の魔族って？」

「悪魔か——大悪魔か、その辺りのレベルじゃろうて」

　シェンフゥの説明を聞きながら、ギルマンの変化を注視する。

　明滅する光は、はっきりとした赤い光へと変わり、禍々しい邪紋が水面に投影されて浮かび上がった。

「じゃあ、あの赤く光ってるのは？」

「ゲヘナを開放した合図と見てよいな。あのウナギとて、仮にも魔族じゃ。あと二回変身を残しておるのかも知れん」

「……それは困るわね。さっさと叩くわよ」

　魔導散弾砲と刀を構え、リサがプールサイドへと近づいたその刹那。

「————！！」

　鋭い咆吼を上げたギルマンが、渾身の力で湖へと跳躍した。

「逃げる気！？　そうはいかないわよ」

　魔導散弾砲を撃ち込むが、空中でギルマンが巨大化し、固い鱗で弾く。

「な……っ！」

　目を見開いたリサを嘲笑うかのように、湖から大きく水柱が挙がり、飛沫がトップデッキに散った。

「……やはり、変身を残しておったか……」

「馬鹿なこと言ってないで、
華凛
 かりん

 を呼ぶわよ」

　飛沫から逃れるように後退し、リサがシェンフゥの隣に並ぶ。

　シェンフゥはそれに表情を変えて頷き、宙を仰いだ。

「我、祓魔の一族が末裔 仙狐が告げる。汝の身は我が下に、我が運命はその右手に」

　シェンフゥが凛とした声で召喚詠唱を始める。

　その呼び声に応えるようにプールの水面が震動を始め、激しく波打ち始めた。

　エーテルに引き上げられるように、狐火に似た光がトップデッキの上空に五芒星を描く。

　五芒星の完成と共に、雷のような眩い閃光が走ったかと思うと、巨大な魔法陣が二人の真上に出現した。

「花園の守り手よ、我が呼び声に応えよ。汝の名は、華凛！ 」

　次元門の妖術が召喚詠唱によって発動し、空気をびりびりと震わせる。

　————！！

　乾いた音が連続して響き渡ったかと思うと、五芒星の中心に二つの穴が空き、精霊機華凛の腕が次元門をこじ開けるように伸びた。

「任せたぞ、ご主人！」

「ええ！」

　助走をつけて跳躍したリサが、華凛の腕を伝って機体の胴体部分の扉へと転がり込む。

　少しの間も惜しむように操縦槽の入力媒体である二つの水晶玉に手を添えたリサは、エーテルを送り込み、共鳴魔導炉を起動した。

「シェンフゥ！　乗って！」

　リサの合図で、シェンフゥが華凛の背中に飛び乗る。

「うおおおお、キタキタキター」

　互いに高め合ったエーテルが身体に満ちていくのを感じながら、シェンフゥが歓喜の声を上げる。

「例え無茶で無謀と嗤われようと、意地が支えの百合道！」

　そうして巨大化したシェンフゥは、目を見開き、仁王立ちで宙に向かって叫び始める。

「道が無ければこの手で創る！ 明日の道はこの手で掴む！」

　狐火に似た色の光がシェンフゥの全身を包み込み、天狐の鎧が生成されていく。

　光は鎧として具現し、全身に装甲を纏ったシェンフゥは、鋭い爪を備えた
籠手
 こて

 で覆われた手のひらを目の前に掲げ、力強く拳をに握り締めた。

「わしの愛が炎と燃える！」

　声に呼応し、シェンフゥの狐火が激しく燃え始める。

「超絶合体、
紅蓮
 ぐれん

 シェンフゥ！！」

　さらに双剣『流紅蓮剣』を具現させたシェンフゥは、それを天高く掲げ、腰を低く落とすと、両腕に力を蓄えて咆吼した。

「わしを！　わしらを！　誰だと思っていやがるっ！！！」








　どこから用意したのか、咆吼に合わせて狐火が踊り、点火された花火がトップデッキから夜闇を彩る。

　その様子を終始ぽかんと口を開けて見つめていたリサは、はっと正気に戻って大きく溜息を吐いた。

「誰に向かって言ってるのよ……。もう突っ込むのも疲れたわ」

　いつになく派手な変身に、二度目の溜息を吐きながら、操縦槽で一人頭を抱える。

「なんじゃあ、ノリの悪い奴じゃのぉ。 螺旋力が足りぬぞ？」

「……だからなんなのよ、それは」

　相変わらずわからない例えを向けられ、リサはほとんど独り言のように呟いて舷へと華凛を歩ませた。

　シェンフゥはその後ろで実に楽しげに、かかかっと笑みを漏らすと、湖面に向けて狐火を放ち、暗い水中を照らした。

「逃がした……？」

　目を凝らしてみたが、ギルマンは見える範囲にいない。

　リサが不安に呟くと、船の均衡を気にしてか、やや後ろで立ち止まったままのシェンフゥが低く唸った。

「いや、ここで逃げるとは思えんの」

「どうして？」

　華凛を振り向かせながら、シェンフゥに問う。

「あやつがおるし、この船も守りたいじゃろう」

　縛られたままの貴族の男を顎で示し、シェンフゥがくつくつと笑った。

「見たところ、かなりの位じゃろうて。わしらの証言など、どうとでも揉み消すほどの……な？」

「……確かにそうね」

　シェンフゥの分析を聞きながら、奥歯を噛む。

　ロープで拘束してあるとはいえ、貴族の男が逃げないとは限らない。

「…………」

「さて、どうする、ご主人？」

　その迷いを見透かしたように、シェンフゥが訊ねる。

　その問いにリサは迷いを振り払うと、睨むように水面を見つめた。

「決まってるじゃない。あのギルマンの本体を倒して、それからあいつを処分するわ」

「では、水中戦と行くかの」

「……そうね」

　聖拝機関で水中戦の訓練は一通り受けてはいるが、ふと華凛の装備のことが気になり、両手足を確かめる。

　その様子にシェンフゥは小さく笑い、リサの隣にゆっくりと並んだ。

「心配するでない。華凛の換装は、対水中戦用に済ませてある」

　二人の機体の重みを受けた客船が、僅かに揺らぎ、白波を立てる。

「随分準備が良いのね」

「わざわざ船の上に誘い込むような奴じゃ、きっと水棲の魔族じゃろう？」

　言われてみれば確かにその可能性は高い。

　用意の良さに感心しながら頷き、リサは装備を検めた。

「魔導散弾砲と長刀……。いつもと変わらないけど、なにを装備させてくれたの？」

「とっておきの、ニードル弾じゃ」

　シェンフゥが華凛の腰に取り付けられたポーチを指差して答える。

「中身が弾じゃなくて、ニードルになってるのね」

　装填済みの弾の径は、普段よりも僅かに大きい。

「これでギルマンを仕留めればいいってわけね。行くわよ、シェンフゥ」

　振り出したシリンダーを元に戻しながらリサは頷き、右手に長刀を構えた。

「柄がいつもと違うわ」

　握り具合を確かめながら、シェンフゥを見る。

「おお、そっちも水中戦を想定してグリップを工夫しておいたぞ」

「確かにこれなら大丈夫そうね」

　手のひらに吸いつくように馴染む柄は、水中での戦闘にも充分耐え得るだろう。確信を持ったリサは、天狐の鎧越しにシェンフゥの目を見て頷き、湖へと飛び込んだ。

　華凛に続いて天狐が客船を離れる。

　白い水柱が二つ続いて上がり、機体が湖に沈んでいく。二機が離れると同時に月が翳り、夜の闇と静寂がトップデッキを包み込んだ。

　水中に飛び込んだ華凛と天狐を、白い気泡が包み込む。

　気泡の上昇に押し上げられるように、二機はゆっくりと水面へと浮かび上がっていく。

　水中から顔を出した華凛の首を巡らせ、客船の無事を確認したリサは船から泳いで遠ざかりながら、華凛を通じて感じる違和感に目を瞬かせた。

「あれ、思ったよりも水の抵抗が少ないわね」

「かかかっ、気づいたか。わしの進化を促す放射線を浴びたことで、おぬしの華凛は水中モードへと進化したのじゃ」

　華凛の斜め後ろを泳ぎながら、シェンフゥが快活な笑い声を上げて説明する。

「はいはい。つまり、あんたが妖術でサポートしてるってわけね」

　相変わらずその例えは理解できなかったが、少なくとも妖術の影響は感覚的に理解出来る。

「ふふふ、今なら大雪山をもおろせるじゃろうて」

「よくわかんないけど、ありがとうって言っておくわ」

　華凛は機体の重さで沈むこともなく、水中をゆったりと進んでいく。

　足元を見ると、夜闇の色に似た水が深く続いており、その底は全く見えなかった。

「ギルマンはどこかしら……」

「わしらには、とっくに気づいておるはず。そろそろ仕掛けて来るじゃろうな」

　水流を操るように手足を動かしながら、シェンフゥが警戒を露わにして低く呟く。

　機体を支えるような水の流れを感じ、リサはふと気になって訊ねた。

「ねえ、シェンフゥ、この妖術って結構エーテルを使うんじゃない？」

「まあ、活動限界時間まであと三十分といったところじゃな」

「いつもの半分じゃない！」

　思わず声を上げたリサに、シェンフゥがくつくつと声を立てて笑う。

「問題あるかの？」

「ないわ。それまでにギルマンを倒せばいいだけのことよ」

　至極単純なことだと言い切り、水中に目を凝らす。

　上空の月の明かりは雲に翳り、客船から離れていることもあり、華凛に取り付けられた照明だけでは、それほど広い範囲を照らし出すことは出来なかった。

「けど、こんな広い湖の一体どこに——」

「来るぞ、ご主人！」

　シェンフゥの鋭い警告に続いて、巨大な海竜の姿となったギルマンが湖の底から襲ってくる。








「……っ！」

　全長五十メートルはあろうかという巨体を慌てて避け、素早く泳いで距離を取る。

「さすがは水棲の魔族。時速百キロはあったかの？」

「感心してる場合じゃないけど、物凄いスピードね。体当たりされたらひとたまりもないんじゃないかしら」

　ギルマンが起こした水流に機体が揺れるのを感じながら、魔導散弾砲を構える。

「射撃戦で様子を見た方がいいわね」

「また来るぞ、注意せよ！」

「迎え撃つ！」

　襲い来るギルマンに向け、華凛がニードル弾を射出する。








「！！」

　射出された六本のニードル弾はギルマンの身体に命中したが、その全てが弾き落とされた。

「巨大化した分、鱗も丈夫なようね」

　素早く次の弾を装填して追撃するが、次の六本も同じように弾かれ、まるで効果がない。

「……くっ！」

　ギルマンの尾が鞭のように
撓
 しなり

 、華凛を嘲るように水流を操って機体を傾がせる。

　華凛を潜水させてその影響から逃れたリサは、装填を済ませた魔導散弾砲を少し悩んでから腰に戻し、長刀に切り替えた。

「正面から迎え撃つ気か？　自殺行為じゃぞ、ご主人」

　両腕を広げ、周囲の水流を操り、ギルマンの次の攻撃に備えながらシェンフゥが悲鳴のような声を上げる。

　リサは奥歯を噛みしめ、華凛に強く長刀を握らせながら叫び返した。

「このままだと埒があかないわ！　他に攻める手はある！？」

「……ない」

　リサの勢いに、シェンフゥが静かに答える。

「だったら、これで行くしかないわ」

　華凛の両腕が長刀の柄を強く握り締める。

　リサは、機体の脚を浮かせて水平に保ち、ギルマンとの接近戦に切り替えた。

「来る！　援護して、シェンフゥ！」

「合点承知！」

　猛スピードで迫るギルマンに切っ先を向け、シェンフゥの妖術で急加速を加えて斬りかかる。

「んんんっ！」

　刀を固定し、ギルマンの胴体に刃を当てたものの、加速しても鱗に弾かれてそれ以上刃を食い込ませることは叶わない。

「はあっ！」

　対流を利用して機体の向きを変え、ギルマンの尾を狙うが、いとも簡単に弾き返されてしまった。

「ぬおっ！」

　咄嗟に華凛を受け止めたシェンフゥが短く叫ぶ。

「さすがに陸と同じってわけにはいかないわね。勘が狂うわ」

「超高速ジェットが必要じゃのぅ」

　刀を構え直し、迫り来るギルマンを迎え撃つ。

「はあああっ！」

　静止から超急加速を加えて胴を斬りつける。

　刃を受けたギルマンの硬い鱗は、金属のように長刀と競り合う。

　激しい震動は華凛の腕を伝わり
操縦槽
 そうじゅうそう

 のリサは腕を押さえて呻いた。

「こんのぉ！」

　弾き返されると同時に魔導散弾砲を抜き、至近距離からギルマンの頭部に向かってニードル弾を浴びせる。

「オォオオオッ！」

　危険を察したギルマンは低く唸りながら頭部を湖底へ向けて潜り、その姿はあっという間に見えなくなった。

「外した！」

　一撃でも目に浴びせられればとは思ったが、気泡で泡立つ視界にその痕跡はない。

　溜息を吐きながら魔導散弾砲に装填し、刀で周囲の気泡を追い払った。

「……逃げた？」

　暫く待ってはみたが、再びギルマンが迫る兆候は見られない。

　リサが呟くと、シェンフゥがその場からゆったりと泳いで離れながら、首を横に振った。

「いや、それはない。油断するでないぞ、ご主人」

「わかってるわ」

　華凛を潜水させながら、慎重に目を凝らす。

「身体がデカい分、斬りやすいかと思ったけど、意外とすばしっこいのね。おまけのこの視界……」

　伸ばした腕のほんの少し向こうすら、見通せるか怪しい。

「昼間なら、もう少し見通しも良いが、流石に機体の照明だけでは心許ないのぅ」

「確かにね……」

　せめて月明かりがあれば、と水面を仰ぐと、雲が晴れたのか白い月明かりが遠くに見えた。

「結構深いところまで来てるわね」

　近くに巣でもあるのか、華凛の手のひらほどの大きさのサーモンが機体の横を横切っていく。

「なかなか良いサーモンじゃな。カルパッチョにしたらさぞ、旨かろうな」

　シェンフゥがサーモンの群れを目で追いかけながら、ぶつぶつと呟いている。

「冗談言ってる場合じゃないでしょ。でも、この群れ……絶対巣かなにかがあるわよね？」

　サーモンの生態には詳しくなかったが、この数が一度に移動しているとなると、巣かそれに準じるものがありそうな気もする。

　月明かりが差したせいか、あるいは目が慣れてきたせいか、やや見通しが良くなった湖に目を凝らしていたリサは、やや先にある黒い影に気づいて声を上げた。

「あっ」

「どうした、ご主人」

　反応したシェンフゥに、目の前の黒い影を示す。

「あの影、岩場よね？　あそこまで急いで移動できる？」

「なるほど。足場を利用するというわけじゃな。わしの負担も少しは軽くなりそうじゃ」

　シェンフゥが応じ、高速で移動を始める。

　その刹那。

「！！」

　今居た場所に鋭い
銛
 もり

 のようなものが襲いかかった。

「あの背びれ、射出出来るようじゃな。便利じゃのぅ」

　犠牲になったサーモンの群れが、力なく水中を漂っている。

　その身体に突き刺さったものを手に取ったシェンフゥが、苦笑を浮かべて呟いた。

「間一髪だったわね。あれ、気づいてたの？」

「まあ、気配ぐらいは……のう」

　答えるシェンフゥの声が急に細る。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　そう言いながらも深く息を吐き出したシェンフゥは、幾分か苦しそうに見える。が、それを気遣う余裕がないことを理解し、リサは喉元まで出かかった言葉を呑み込むと、岩場に着地し、ギルマンの気配を探った。

「……はて、気配はすれど姿が——」

　シェンフゥが額に手を翳し、周囲を見回していると、風を切るような水流が巻き起こり、足元が激しく揺らいだ。

「なっ！？」

「おろ〜！」

　足場としていた岩場を噛み砕いて破壊し、ギルマンが奇襲を仕掛けてくる。

「思っていたよりも頭が回るのぅ」

「だから、感心してる場合じゃないってば！」

　迎え撃とうにも、岩の破片と舞い上がった底砂が視界不良を起こし、ギルマンを見失う。

「足場があるのはいいけど、これじゃあなんにも見えない！」

「考えるな、感じるのじゃ！」

「感じろって……！」

　言われる合間にも、ギルマンの鋭い牙が足場を破壊し、尾が華凛の胴を鞭打つ。

「……っ！」

　攻め
倦
 あぐ

 ねて回避に専念するリサに、シェンフゥの鋭い声が飛んだ。

「伏せろ！」

　ギルマンの背びれが射出されるのを感知し、シェンフゥが氷狐で撃ち落とす。

　それを伏せてやり過ごしたリサは岩礁の上からギルマンと天狐の様子を眺め、目を伏せた。

「目で見ようとするのが問題なのよね」

　息を吐き、呼吸を整えながら全神経を視覚以外に集中させる。

「集中するわよ、華凛」

　視界を遮断したリサに合わせ、映像盤が暗転する。

　感覚を研ぎ澄ませ、ギルマンの気配に集中した華凛は、長刀を構え、岩礁の上で両足を踏みしめた。

「来たわね！」

　刃を向け、ギルマンを迎え撃つ。

　ギルマンは鋭い牙で刃を噛み、長刀ごと華凛を湖底へと追い込んだ。

「……はああああっ！」

　ガチガチと牙歯を鳴らし、襲い来るギルマンを突き出した長刀でじりじりと押し返す。

　競り合う牙と刃は火花を散らすように一旦離れたが、長刀を構え直す間もなくギルマンが再び身体を
撓
 しな

 らせながら勢いを増し、華凛を追い詰めた。

「……くっ」

　比較的浅い湖底に到達したリサは、操縦槽の床に両足を突っ張り、操縦桿の役割を担う水晶玉を渾身の力で押し返す。

「あああああっ！」

　絶叫を上げ、ギルマンの牙歯の奥に長刀を喰い込ませる。

　双方の力は拮抗し、華凛の脚は湖底のめり込み、砂を巻き上げた。

「うぅ……っ」

　唸りを上げながら応戦するリサの眼前を、水の色とは違うなにかが漂う。

「え……？」

　咄嗟にそれを目で追ったリサが、それがギルマンの額から流れ出るものであることに気づいたその時——

「おりゃーー！！」

　シェンフゥの咆吼が上がり、岩礁が木っ端微塵に砕かれた。

「————！！」

　岩礁ごと殴られたギルマンが、頭部にダメージを受け、咆吼を上げて尾を翻す。

　そのまま逃げるように湖底に潜っていく姿を見留め、リサは、肩で大きく息を吐いた。

「大丈夫かの、ご主人」

　すぐそばに降り立ちながら、シェンフゥが華凛の映像盤を通じてリサを見つめる。

「ええ。それより、ギルマンの額に傷があった……そこだけ鱗が剥がれてたわ」

「ギルマンの、額……」

　リサの言葉をゆっくりと噛み締めるように、腕組みをしながら繰り返す。

「ハッ！　それは、
銃創
 じゅうそう

 じゃ！」

　腕組みを解き、シェンフゥが叫ぶ。

「つまり、私たちがあの魚人に喰らわせた分が本体にも影響していたってこと？」

「左様。本体の額にも当たっておったのじゃ……。BANG!!」

　リサの言葉に繰り返し頷きながら、シェンフゥが指で銃の構えを取る。

「そういうこと……。じゃあ、一か八か頭蓋を狙うしかないわね」

「まずは目を狙い、その隙を縫うとするかの」

「奇遇ね。同じことを考えてたわ」

　会話の間に急接近するギルマンを躱し、華凛がその胴体にしがみつく。

「でかしたぞ、ご主人！」

　勢いを落としたギルマンの正面に回り込んだシェンフゥが、ギルマンの右目を狙って鋭い氷柱を幾重にも放つ。

「！！」

　右目を損傷したギルマンが頭部を持ち上げ、絶叫を上げる。

　その隙に一気に頭部まで移動した華凛が、頭部を脚で締め上げ、銃創に刀を突き立てた。

「こんのぉおおおっ！」








　水晶玉に腕が撓るほど強く手のひらを押し立て、全力で刃を突き立てる。

「頭蓋骨も硬いなんて、聞いてないわよ！！」

　悲鳴のように叫びながら渾身の力を込めるが、その力に耐え切れず、刀の方が先に折れた。

「——！！」

　折れた切っ先を額にめり込ませたまま、ギルマンは激しく身を
捩
 よじ

 り、華凛を振り払う。

「……っ！　何度も同じ手が——」

　続いて射出された背びれを折れた刀で払い落とし、ギルマンに次の一手を浴びせようとしたリサは、相討ち覚悟で華凛の共鳴魔導炉を狙うギルマンの鋭い牙に気づき、目を見開いた。

「しまっ……」

「ご主人！」

　シェンフゥが水流を操り、華凛を吹き飛ばす。

　岩礁に叩き付けられた華凛は、土煙を巻き上げ、その中に埋もれた。

「無事か！？」

　シェンフゥの叫びに、やや遅れて岩礁の中から答えが返される。

「……ええ、お陰様で」

　荒い息を吐きながらリサの声が響く。

　その声の合間に聞き慣れない異音が混じっている。

「どうしたのじゃ……？」

　音から華凛の異変に気づいたシェンフゥが不安の声を漏らす。

「ただ、不味ったわね」

　舌打ちしながら答え、リサは
操縦槽
 そうじゅうそう

 の足元を忌々しく見下ろした。

　ガラスが砕けた操縦槽に水が入り込み始めている。

「相討ち覚悟で共鳴魔導炉を狙ってくるなんて……。でもそっちは無事よ」

　損傷箇所を示すように、映像盤の一部が真っ黒に変わっている。

　胴体の方に頭を向けたリサは改めて共鳴魔導炉の無事を確かめ、代わりに
拉
 ひしゃ

 げた胴の一部に顔を歪めた。

「損傷箇所は搭乗扉付近。操縦槽に浸水してるわ。つまり傷は操縦槽まで達してる」

　水圧で歪みを広げた扉から入り込む水が、徐々に勢いを増していく。

「なんじゃとー！？」

「……落ち着いて。三分は保つわ。次の攻撃で決めましょう」

　驚愕の叫びを上げるシェンフゥに対し、リサが努めて落ち着いた声を出して告げる。

「このままだと機体内で溺れるハメになるぞ」

「わかってる。だから、今決めるしかないの。絶対に逃す訳にはいかないわ」

　シェンフゥの警告に、華凛が折れた長刀の柄を握り締めている。

　シェンフゥは低く唸り、右手にエーテルを集中させて光を生み出すと、それを華凛へと投げ寄越した。

「わかった。ご主人、これを使え！」

　光は氷で作られた巨大なドリルへと変わる。

「これは……？」

「わしの特製ドリルじゃ！　そいつなら奴の頭蓋も砕くこともできよう！」

「ド、ドリルって。いきなりこんな訳の分からない物を渡されても……」

　華凛が受け止めたドリルを見つめながら、リサが困惑の声を上げる。

　それを制するように、シェンフゥが力強く声を上げた。

「心配するでない。ドリルは必ずおぬしの勇気に応えてくれる！ ドリルはどんな強大な敵も打ち破る最強の武器なのじゃ！」

「でも——」

「安心せい、わしが一緒じゃ。わしが必ず奴のもとにおぬしを送り届ける。大丈夫じゃ、二人一緒ならどんな敵にも決して負けはせん。そうじゃろう、リサ！」

　名前を呼ばれてリサも覚悟を決める。

「……そうね。やるしかないわ」

　迷っている余裕がないことは、膝上にまで達した浸水が明らかにしている。

　リサはドリルを右腕に装着し、ギルマンを迎え撃つべく潜水を始めた。

「……感じるか、ご主人」

　ダメージから回復したギルマンが湖底で大きく旋回して、突進の態勢に入っている。

　その気配を察したシェンフゥに頷き、リサはやや深い場所にある岩礁の上に降り立った。

「来るぞ！」

「ええ！」

　ドリルを構え、華凛の両脚に力を込める。

　と、不意に天狐が華凛の腰に腕を回し、しがみ付いて来た。

「え、ちょっと！？」

「わしに身を委ねろ！」

　シェンフゥがエーテルを通じて華凛と強く共鳴を始める。

「か、身体が勝手に……」

　天狐との共鳴により、薄く明滅を始めた華凛は、岸壁の上に力強く両脚で踏ん張り、震脚の体勢を取った。

「……キタキタ、来たぁ！」

　シェンフゥの叫びに応えるように、華凛の右手が挙がり、強くドリルを握り締める。

「行くぞ、必殺！」

　次になにをするかは、既に身体が理解している。

　通じ合う二人の共鳴を受け、華凛が右手を高く掲げると、ドリルがシェンフゥの氷狐を纏い、巨大化した。

「ギガァア——シェンフゥゥゥウ！！」

　強く叫び、華凛にしがみ付いたまま、天狐が高速で回転を始める。

　華凛ごと高速回転を始めたドリルは、勢いよく前進したが、直ぐにその勢いをその場に留め、回転だけを速めていった。

　勢いで前に進まないように天狐が設けた水流の壁が、二機を押し留め、気泡を激しく立ち上らせている。

　その姿が見えないほど辺りを白く濁らせ、ギルマンの気配が殺気となって近づき始めたその瞬間——

「ブレイクウウウウゥゥゥゥ！！」








　水流の壁が解き放たれ、華凛と天狐が回転しながら高速で突き進んだ。

「喰らえぇええええっ！」

　凄まじい速度で加速する二人、突進してきたギルマンと正面衝突する。

　華凛の手に握られた巨大なドリルは狙い通り、ギルマンの額の傷を直撃した。

「ドリルが……！」

　しかし、それでも強固な頭蓋を割ることは出来ず、ドリルに
罅
 ひび

 が入る。

「まだじゃ！ ドリルは、ドリルは決して負けはせん！ ドリルは最強なんじゃああああああああ！！！」

　シェンフゥが無数の氷狐を走らせ、妖術でドリルを補強していく。

　さらに巨大化したドリルを渾身の力を込めて突き立てながら、リサも吠えた。

「いい加減に、くたばりなさい。この、ウナギやろおおおっ！」

　ドリルに狐火を纏わせ、リサが全身の力を二本の腕に込める。

　共鳴は二人を熱く包み、ギルマンとの接触面を狐火で
炙
 あぶ

 りながら回転するドリルは、遂にギルマンの頭蓋を軋ませ、先端が埋まり始めた。

「「いっけぇぇぇぇええええええ！！！」」

　二人の叫びが重なり、互いの共鳴が極大となる。

　巨大なドリルは遂にギルマンの硬い頭蓋を破り、その脳髄を突き抜けて破壊した。

　褐色の血と
脳漿
 のうしょう

 を噴き上げながら、ギルマンの頭部が吹っ飛び、司令塔を失った身体が激しく痙攣する。

　回転を止めた天狐は、華凛の腰に抱きついたまま、水中へと没していくギルマンを見届け、漸く声を発した。

「やったぞ！ わしらの勝利じゃ！」

「本当にギリギリだったわね。でも、なんでドリル……」

　荒く息を弾ませながら、リサが肩で息を吐くように呟く。

「ふっ、なんだかんだ言いながら最後はおぬしも熱くなっておったではないか。これで、おぬしも立派な螺旋の戦士じゃな♪
 」

「いや、だから螺旋なんとかはわからな——」

　話の途中で、リサの音声が途切れ、シェンフゥは華凛の正面に回って操縦槽を覗き込んだ。

「ご主人？　どうしたのじゃ？」

「…………」

　リサの応答はなく、華凛の目も光を失っている。

「しまった、もう三分を超過しておる」

　その重大さに気づいたシェンフゥが華凛を抱きかかえ、急浮上を試みる。

「……ち、力が……」

　ドリルに全エーテルを注いだことで、思うように浮上が叶わない。

「くっ、このままでは……」

　呻きながら搭乗扉をこじ開けたシェンフゥは、リサを優しく掴んで持ち上げ、いち早く水面へと出した。

「リサ！」

　手のひらを開いてリサの名を呼ぶが、応答がない。

　ぐったりと手のひらに横たわるリサに、シェンフゥは祈りを込めてもう一度叫んだ。

「————！！」

「……、……っ、げほっげほっ」

　飛び起き、激しく咽せながら、リサが巨大化したシェンフゥの手の中で目を覚ます。

「無事で何よりじゃ、ご主人」

「……ありがとう、シェンフゥ」

　水面に顔を出した天狐の鼻先に、手のひらの上のリサがそっと近づいて口付ける。

　二人のその姿を照らすように、雲間から朝焼けが差し込んでいた。

　リサとシェンフゥの連絡を受けた聖騎士団の小舟が、次々と客船に近づいてくる。


エピローグ

　湯上がりの髪をタオルで押さえながら窓辺へと寄ったリサは、朝の陽の光に白く煌めく湖の水面に浮かぶ船を見つめながら静かに息を吐いた。

「どうした？　事後処理は聖騎士団に任せたはずじゃが——」

　バスタオルを巻いただけの姿で浴室から出て来たシェンフゥが、水差しからグラスに水を注ぎながらリサに声をかける。

「なんだか、実感がなくて……」

　湖から船に戻り、通信機で聖騎士団に異常を伝えた後の記憶は定かではない。

　まるで熱に浮かされたようにぼんやりとした記憶を辿りながら、リサは髪を乾かすのも億劫になってベッドに身体を横たえた。

「大丈夫かの、ご主人？」

「ちょっと疲れたの。そのせいよ」

　不安げなシェンフゥにそう言い張り、さらさらとしたシーツを引き寄せてベッドに潜り込む。

「少し熱っぽかった気もするがの……」

「気のせいよ。それより、明日からの予定を立てておいたら？」

　目を閉じながら口早に提案し、背が冷たくなるような寒気に身体を丸める。

「そうじゃのぅ……」

　その異変を知ってか知らずか、シェンフゥは枕元にゆったりと腰掛け、まだ生乾きのリサの髪をそっと撫でた。

「ルーレットで大当たりした金もあるし、報酬も予算もたんまりある。明日からは、豪遊三昧じゃの」

　優しく髪を撫でられながら、ふとカジノでのシェンフゥを思い返し、目を開く。

「……ねえ、あのルーレットって本当に運で当てたの？　妖術とかじゃなくて？」

　見上げるようにして問いかけると、シェンフゥはきょとんと目を瞬かせて笑い、親指で自分を示した。

「わしがそんなせこい真似をすると思うかの？」

「……普段の行いを見ているとやりかねないわ」

　つん、と言い切り、目を閉じる。

「……とほほ。信用がないのぅ」

「だって、全然迷ってなかったじゃない。そもそもどうして、３に全部賭けたの？」

　あからさまに凹んで見せるシェンフゥに溜息を吐きながら訊ねると、シェンフゥが身体を倒してリサを抱き締めた。

「ゼロはレイとも言う——賭けるとしたらあの数字しかあるまい？　わしには、幸運の女神がついておるからのぅ」

　穏やかな声が耳許で囁く。

　０と３で自分の名の語呂合わせになるのだと気づいたリサは、苦笑してシェンフゥの額に頭を擦り寄せた。

「……バカ」

「良い数字じゃろう？」

　そう答えるシェンフゥに抱き寄せられたリサは、その髪から漂う甘い石鹸の香りに頬を緩めてしまう。

　自分も同じ匂いがしていると思うと、それだけでなぜか嬉しかった。

「まあ、いずれにしても、これでミッションコンプリートじゃな」

「……そうね——っくしゅん！」

　答えようとしたところで、悪寒が背を撫でるように
蠢
 うごめ

 き、くしゃみとなって身体の外に飛び出した。

「大丈夫かの？」

「……ええ、やっぱり少し冷えたみたい」

　大丈夫だと言いたかったが、耐え難い悪寒は隠しきれず、苦笑を浮かべる。

「どれどれ。わしが温めてやろう」

「いいってば」

　それに気づいたか否か、シェンフゥがリサの身体をさらに抱き寄せた。

「遠慮は無用じゃぞ？」

「……シェンフゥだって疲れてるでしょ？」

　額に口付けられそうになったのを手のひらで遮って引き剥がす。

「かかかかっ、バレておったか。それはもう、さすがに……のぅ？」

　シェンフゥはそれに快活に笑うと、困ったように顔を歪めて見せた。

「じゃあ、早く休まなきゃ」

「そうじゃの。明日からのバカンスのためにも、しっかり休まんとな」

　さすがに疲れているのか、それを隠そうともせず、シェンフゥが苦笑を浮かべて頷く。

「続きは明日じゃな」

「……バカ」

　口付けようとする額に指を押し当てて阻止すると、シェンフゥはその手を取って、手の甲にゆったりとした仕草で口付けた。

「あ——」

　敬愛を示す口付けと、浮かべられた微笑みが、未だ緊張状態にあったリサを安堵で包み込む。

　漸く素に戻ったリサは、なにか言いたげに唇を動かしたが、それを言い終わる前に深い眠りへと落ちていった。





　穏やかな風と、波の音が響いている。

　薄く差し込む光に瞼を動かすと、見慣れない景色がリサの視界に飛び込んできた。

「……ここ、どこ……？」

　視線を巡らせたが、少なくともあの船室ではないことがわかる。

「……あれから、私は——」

　寝起きのせいか、それとも他の要因か、記憶がぼんやりとしている。

　身体を包み込んでいた怠さや悪寒はなく、汗の引いた肌は朝の涼しい風に触れてひんやりとしていた。

　ベッドサイドにはすっかり溶けた氷が入ったアイスボックスが置かれている。

「シェン——」

　声をかけようとして身体を起こすと、額に置かれていた小さなタオルが滑り落ちた。

「……リサ……」

　リサの声が聞こえたのか否か、ベッドの脇に近づけたソファの上からシェンフゥの声がする。

「シェンフゥ……」

「リサ……」

　寝言で応じるシェンフゥは、リサの声に満足げに微笑み、再び静かな寝息を立て始めた。

　シェンフゥを起こさないように、そっとベッドを抜け出す。

　いつの間に着替えさせられたのか、着た覚えのないベビードールとガウン姿になったリサは、ソファで眠るシェンフゥにベッドから上掛けを取り、そっとかける。

「ありがとう、シェンフゥ」

　腰を屈め、その頬にそっと口付ける。

　シェンフゥが少し笑ったような気もしたが、暫く眺めていても目は覚まさず、ぐっすり眠り続けている。

「ずっと看病してくれたのよね、きっと」

　遅くまで起きていたような気配が、部屋の至るところに残されている。

　シェンフゥが楽しみにしていたであろう酒も、瓶のまま手つかずで残されていた。

「…………」

　波の音に誘われるように、開け放たれたままの窓辺に寄り、改めて湖を眺める。

　湖にはあの豪華客船が浮かび、その周辺を聖騎士団の船が取り囲んでいた。

「今頃、中は大変でしょうね」

　煌びやかな世界を演出していた客船が、魔界に通じていたという事実は、招待された貴族たちを疑心暗鬼にさせているだろう。

　それで本物の魔族が炙り出されれば、自分たちの今回の任務はやっと意味を成すのだ。

「……あの子も——」

「……リサ」

　物思いに沈んでいたリサは、シェンフゥの呼び声にはっと我に返り、ゆったりと振り返って笑顔を作った。

「ここよ、シェンフゥ」

「おお、起きておったのか！　もう身体は大丈夫か？」

　寝起きのシェンフゥが喜びに目を輝かせて駆け寄ってくる。

「シェンフゥの看病のお陰よ。このとおり、すっかりよくなったわ」

「重畳、重畳。大事にならず何よりじゃ」

　抱きつくシェンフゥの背に手を回しながら頷くと、シェンフゥはリサの唇に軽く唇を重ね、にんまりと目を細めた。

「わしの妖術でも、病ばかりは治せぬからのぅ」

「この姿にする呪いは得意なのにね」

　言いかけて首元に天狐の首飾りがないことを思い出す。

　シェンフゥは首飾りのある位置に口付けて強く抱きつき、リサの髪を撫でた。

「おぬしはわしの理想の美少女じゃからのぅ。しかし、美人薄命とやらになるのではと、すっかり肝を冷やしたぞ……」

「そんなわけないでしょ」

「そうじゃな」

　背を叩きながらそっと身体を離したシェンフゥが泣き笑いを浮かべている。

　リサが寝込んでいる間、余程不安だったのだろう。

　快復が嬉しくてたまらないといった様子で再びリサに強く抱きついた。

「ちょっと、シェン——」

「しばらく、こうさせておくれ」

　いつになく優しく、切実な声で訴えられ、リサも静かにシェンフゥの背に手を回す。

「……うん」

　普段の茶化した感じではなく、健気な、心からその存在を確かめようとしているような抱擁に、この上なくあたたかな気持ちがリサを包み込んだ。








「本当にありがとう」

　シェンフゥを抱きしめ返し、その頭を優しく撫でる。

　シェンフゥは耳を押しつけるようにしてリサの顔に擦り寄せると、鼻を啜って何度も頷いた。

「お安い御用じゃ」

　その顔は見えないが、尻尾が嬉しそうに動いている。

「なにかお返ししなきゃね」

「そうじゃのぅ……頭を撫でてくれるのも良いが——」

　そう言いながらシェンフゥがゆっくりと顔を上げる。

　口付けをねだるような視線を向けられたリサは、惹かれ合うようにシェンフゥと唇を重ねた。

　互いの存在を、その想いを確かめ合うように、優しく、穏やかで温かな口付けを交わす。

　息が続く限りそれを続けた二人は、自然に唇を離して互いに見つめ合った。

「さて、元気になったところで、これからどうする？　金はたんまりと受け取っておいたぞ」

　口付けの先を求めず、シェンフゥがにっと笑って明るく提案する。

「そうね……」

　その言葉に湖の方を見やったリサの髪を、気持ちの良い風が撫でていった。

「バカンスをやり直しましょう」

「では、水着に着替えるとするかの」

「……そうね」

　微笑み合い、差し出された手を取って指先を絡める。

　二人の新たなバカンスの始まりを祝福するように、湖から汽笛の音が響いたような気がした。


アフター

　白い砂浜が長く続いている。

　予約席であることを示す日傘が立てられたデッキチェアの傍らには、飲み物の置かれたサイドテーブルが備えられていた。

「おお、用意周到じゃな」

「驚いた……。プライベートビーチなんてあるのね」

　煉瓦で舗装された道を降り、砂浜へと踏み出す。

　太陽の光を浴びた砂に爪先が埋まっていくのを見留め、サンダルを脱いで素足になった。

「かかかっ、金はたんまりとあるからのぅ」

　デッキチェアへと駆け出したシェンフゥが、一番乗り、とばかりにゆったりと腰かける。

「それに、おぬしとこうしてバカンスを楽しむのが夢だったのじゃ」

　素足を組んでサイドテーブルから飲み物を取ると、ハートマークの形に細工されたストローの片方をリサに向けた。

「……随分と沢山夢があるのね？」

　苦笑しながら赤いストローに口付け、青く色づけされた飲み物を口に含む。

　僅かではあったがアルコールが含まれていることに気づき、リサは驚いて目を見開いた。

「シェンフゥ、これ……」

「フッ。特注品のカップルストローじゃ。理想の美少女であるおぬしと居ると、夢が膨らむのぅ」

　にんまりと目を細めて微笑み、シェンフゥが額を近づけてリサを見つめる。

「……美味しいわね、これ」

　さりげなく禁酒令が解かれたこともあり、リサも表情を緩めて喉を鳴らして飲み進める。

　二人分の飲み物は、すぐに細かな氷と飾りのフルーツを残すだけになった。

「それで、これからどうするつもり？」

　デッキチェアの傍らに立ち、フルーツを囓りながら訊ねる。

「まあ、なにをするにも、まずは日焼け対策からじゃの」

　シェンフゥは、にっと笑ってあの特製オイルが入った小瓶を取り出して見せた。

「やっぱりそれなのね」

「効果は抜群じゃろう？」

　苦笑するリサに、シェンフゥはかかかっと声を上げて快活に笑う。

「もうメイドと令嬢の設定じゃないんだから、塗りあいっこしましょ」

　シェンフゥの手から小瓶を取り、手のひらの上で伸ばしながら提案する。

「そうじゃな」

　シェンフゥも頷いてオイルを手に取ると、抱き合うようにして互いの背中から塗り始めた。

「それにしても、綺麗な場所ね」

　太陽の白い光を反射して、砂浜が輝いて見える。

　砂浜には湖からの穏やかな波が寄せては返し、湖上を抜けた涼しい風が、汗ばんだ髪を撫でて行った。

「……もっと手早く塗れるといいんだけど」

「さては、早く泳ぎたいのじゃな？」

　背中を塗り終え、追加のオイルを手のひらに落とすリサの耳許で、シェンフゥがくすりと囁く。

「そ、そういう訳じゃないけど——」

「わしには解っておるぞ、ご主人。わしらの間に遠慮は無用じゃ」

　うんうんと頷きながら、シェンフゥが丁寧にリサの臀部と太腿を撫でて行く。

「そこは、自分でやるから——」

「しかし美少女の美肌を日焼けで損なう訳にはいかぬ……」

　シェンフゥの手を退けながら手早くオイルを塗ってその場に屈み、シェンフゥの脚をオイルで撫で上げる。

「はぁ、これはなかなか……」

　うっとりと目を閉じてリサの手の感触を味わっていたシェンフゥだったが、突然身体を震わせ、目を見開いた。

「ハッ、良いことを思いついたぞ！」

「な、なによ、急に。びっくりしたぁ……」

　シェンフゥの大声に溜息を吐きながらゆっくりと立ち上がる。

「ご主人、そこに仰向けで寝転ぶのじゃ」

「……こう？」

　思いついたアイディアに活き活きと目を輝かせるシェンフゥに圧倒されて、素直にデッキチェアの上で仰向けになる。

「そうじゃ」

　シェンフゥは満足げに深く頷くと、オイルが入った小瓶を胸元で傾けた。

「では、たっぷりとオイルを垂らして……」

　シェンフゥの胸の膨らみの隙間に、たっぷりとオイルが溜まって、零れ始める。

「えっ、ちょっと待って。まさか……」

「そのまさかじゃ」

　嫌な予感にたじろぐリサを捕まえるように太腿の上に
跨
 またが

 ったシェンフゥは、自らの胸をリサの胸に押し当て、オイルを塗り始めた。

「んっ……、あ……あぁっ」

「どうじゃ？　広範囲を一気に塗れてお得じゃろう？」

　リサと胸を合わせ、柔らかな膨らみを押しつけながらシェンフゥが身体を揺らしている。

「あとは、この太腿にも——」

　ひとしきりオイルを塗り終わったシェンフゥが、自らとリサの太腿にもオイルを垂らし始める。

「もっと普通に塗りなさい！」

　オイルで塗れた肌を滑らせて素早くシェンフゥから離れたリサは、シェンフゥの頭に手刀を叩き込んだ。

「ぎゃんっ！」


あとがき
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 本書は（株）ボイジャーのRomancer
 で作成されました。

OEBPS/Image00018.jpg





OEBPS/Image00020.jpg





OEBPS/Image00016.jpg





OEBPS/Image00000.jpg
VS
g

[FEY =200

84FE8






OEBPS/Image00017.jpg





OEBPS/Image00014.jpg





OEBPS/Image00015.jpg
:






OEBPS/Image00012.gif





OEBPS/Image00013.jpg





OEBPS/Image00011.jpg





OEBPS/Image00007.jpg





OEBPS/Image00008.jpg





OEBPS/Image00005.jpg





OEBPS/Image00006.jpg





OEBPS/Image00003.jpg





OEBPS/Image00004.jpg





OEBPS/Image00001.jpg





OEBPS/Image00002.jpg





OEBPS/Image00009.gif





OEBPS/Image00010.gif





